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【
要
約
】
　
八
世
紀
前
半
ご
ろ
に
、
土
地
表
示
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
小
字
地
名
的
名
称
は
、
中
頃
以
後
に
条
里
プ
ラ
ン
が
完
成
し
、
土
地
表
示
の
手

段
と
し
て
は
不
必
要
と
な
っ
た
後
も
、
条
里
呼
称
に
付
加
さ
れ
る
形
で
使
用
さ
れ
た
。
小
字
地
名
的
名
称
が
付
加
さ
れ
て
い
た
土
地
は
「
田
・
圃
」
な
ど
、

校
田
対
象
と
な
り
、
本
来
輸
租
な
い
し
輸
地
子
の
部
分
で
あ
っ
た
。
一
方
、
制
度
上
は
園
宅
地
の
系
譜
に
含
ま
れ
る
「
畠
」
や
、
人
工
の
加
わ
っ
た
「
林
」
、

占
有
さ
れ
た
「
原
・
岡
」
な
ど
に
は
、
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
小
字
地
名
的
名
称
は
↓
八
世
紀
の
国
家
が
直
接
管
理
し
た
土
地
に

付
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
恐
ら
く
は
七
世
紀
ご
ろ
か
ら
存
在
し
た
「
寺
田
」
の
中
に
は
、
不
輸
租
地
と
し
て
確
立
し
、
小
字
地
名
的
名
称

が
付
さ
れ
な
か
っ
た
土
地
も
存
在
し
た
。
山
背
国
久
世
郡
弘
福
寺
領
や
大
和
国
立
田
寺
寺
辺
の
寺
田
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
讃
岐
国
弘

福
寺
領
・
摂
津
職
東
大
寺
領
水
無
瀬
荘
な
ど
は
、
輸
租
地
と
不
輸
租
地
の
両
者
で
講
成
さ
れ
て
お
り
、
阿
波
国
東
大
寺
地
は
輸
租
地
、
同
大
豆
処
は
不
輸

租
地
を
基
本
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。
近
江
・
越
前
・
越
中
国
の
東
大
寺
領
は
、
墾
田
す
な
わ
ち
輸
租
田
が
経
営
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
漏
壷
田
（
地
）

は
い
ナ
れ
も
、
小
字
地
名
的
名
称
を
荒
し
て
い
た
。
小
字
地
名
的
名
称
は
従
っ
て
、
単
に
土
地
表
示
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、
土
地
管
理
行
政
上
の
実
質
的

機
能
を
も
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
条
里
プ
ラ
ン
完
成
以
後
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
た
理
由
で
あ
り
、
同
時
に
地
名
と
し
て
は
未
成
熟
で
あ

っ
た
要
因
で
も
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
八
巻
四
号
　
一
九
九
五
年
七
月

小
字
地
名
的
名
称
を
め
ぐ
る
視
角

ω
　
奈
良
時
代
に
お
け
る
所
在
地
表
記

　
木
簡
や
古
文
書
な
ど
、
残
存
す
る
史
料
に
は
、
人
々
の
本
貫
地
や
各
種
の
土
地
の
所
在
が
記
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ろ
で
あ
れ
ば
、
本
貫
地
は
国
－
郡
－
里
（
郷
）
の
名
称
な
い
し
左
・
右
京
の
数
詞
の
条
・
坊
で
表
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

八
世
紀
中
ご

土
地
の
場
合
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は
、
国
・
郡
・
節
名
な
ど
で
表
示
し
た
上
で
、
さ
ら
に
面
積
・
四
至
な
ど
を
添
え
る
例
が
多
い
。
四
重
に
は
山
・
州
・
谷
な
ど
の
名
称
や
土
地

の
領
有
者
な
い
し
口
分
田
・
家
・
野
・
林
な
ど
と
い
っ
た
土
地
利
用
の
状
況
や
性
格
、
あ
る
い
は
道
・
溝
な
ど
の
構
築
物
が
記
さ
れ
る
の
が
普

通
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
瞬
口
分
条
に
よ
れ
ば
、
口
分
田
の
班
給
結
果
に
つ
き
、
「
給
詑
。
具
録
二
町
段
及
急
心
一
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
養
老
令
の
制
定
段
階
、

す
な
わ
ち
養
老
二
年
（
七
一
八
）
ご
ろ
に
お
い
て
は
、
口
分
田
の
記
録
が
面
積
と
四
至
に
よ
っ
て
行
う
べ
く
規
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
の
よ
う
な
様
式
は
、
現
代
中
国
の
土
地
表
示
法
と
強
い
類
似
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
律
令
の
法
体
系
の
系
譜
と
も
か
か
わ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。幽

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
所
在
地
表
記
様
式
の
ほ
か
に
、
八
世
紀
ご
ろ
に
は
地
名
も
し
く
は
地
名
的
な
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

小
字
地
名
的
名
称
と
で
も
表
現
す
べ
き
も
の
に
は
、
耕
地
の
性
格
を
示
す
よ
う
な
普
通
名
詞
的
な
も
の
か
ら
、
い
か
に
も
固
有
名
詞
ら
し
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
地
名
と
し
て
は
必
ず
し
も
成
熟
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
土
地
衷
示
シ
ス
テ
ム

の
一
環
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
条
里
プ
ラ
ン
の
完
成
・
定
着
の
プ
ロ
セ

ス
に
か
か
わ
っ
て
検
討
を
加
え
た
。
ま
ず
そ
の
点
を
ふ
り
返
り
っ
つ
、
小
字
地
名
的
名
称
に
関
す
る
小
稿
で
の
検
討
視
角
に
つ
い
て
言
及
し
て

お
き
た
い
。

　
働
　
土
地
表
示
シ
ス
テ
ム
と
小
字
地
名
的
名
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
条
里
呼
称
法
に
よ
る
土
地
表
示
が
出
現
す
る
最
初
の
例
は
、
天
平
一
五
年
（
七
四
三
）
の
弘
福
寺
田
数
帳
忙
記
載
さ
れ
た
山
背
国
久
世
郡
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

合
で
あ
り
、
そ
の
後
各
国
で
事
例
が
頻
出
す
る
。
養
老
七
年
（
七
二
三
）
の
三
世
一
身
法
と
天
平
一
五
年
（
七
四
三
）
の
墾
田
永
年
私
財
法
の
施
行

に
よ
る
墾
田
の
急
増
が
、
条
里
呼
称
法
の
整
備
に
よ
る
条
里
プ
ラ
ン
の
完
成
の
背
景
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
班
田
開
始
以
来
こ
の
こ
ろ
ま
で

の
間
、
墨
田
・
班
田
の
際
に
す
べ
て
の
田
を
再
確
認
し
、
再
配
分
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
口
分
田
・
乗
田
の
対
象
と
な
ら
な

い
墾
田
を
各
所
に
認
可
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
が
従
前
の
口
分
田
・
乗
田
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
一
旦
墾
田
と
し
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奈良蒋代の土地管理と小字地名的名称（金田）

て
認
可
し
た
以
上
、
そ
れ
を
正
確
に
記
録
し
て
次
の
金
田
・
班
田
の
際
に
混
同
し
な
い
よ
う
に
盟
確
に
峻
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
α
し
か
も
、

こ
の
よ
う
な
行
政
手
続
き
の
作
業
量
は
、
墾
田
の
増
大
に
伴
っ
て
激
増
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
行
政
実
務
に
対
応
す
べ
く
導
入
さ
れ
、
整
備
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
た
の
が
統
一
的
・
機
械
的
な
土
地
表
示
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
条
里
呼
違
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
条
里
プ
ラ
ン
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
条
里
プ
ラ
ン
の
完
成
時
期
は
、
国
に
よ
っ
て
異
っ
て
い
た
場
合
が
み
ら
れ
、
初
見
例
は
前
述
の
よ
う
に
天
平
一
五
年
で
あ
り
、
そ
の
前
年
の

班
田
の
際
に
整
備
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
遅
い
例
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
讃
岐
国
の
場
合
で
あ
り
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
ご
ろ
と

　
　
　
　
⑦

考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
八
世
紀
中
ご
ろ
に
相
次
い
で
条
塁
プ
ラ
ン
が
完
成
す
る
と
、
数
詞
な
い
し
固
有
名
詞
の
条
・
里
と
、
里
内

の
坊
と
称
さ
れ
た
三
六
の
区
画
に
付
さ
れ
た
番
号
に
よ
っ
て
、
土
地
表
示
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
土
地
表
示
と
い
う
目

的
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
で
十
分
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
逐
一
小
字
地
名
的
名
称
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
が
、
八
世
紀
後
半
の
一
般
的
状
況
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
小
字
地
名
的
名
称
は
、
条
里
呼
称
法
導
入
以
前
に
お
い
て
、
土
地
表
示
の
役
割
そ
の
も
の
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

条
里
プ
ラ
ン
の
定
着
後
は
次
第
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
前
後
の
土
地
表
示
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
を
整
理
す
る
と
、
郡
・
郷
（
里
）
を
上
位
と
し
た
場
合
、
最
下
位
の
表
示
手
段
を
次
の
様
に
模

式
化
し
得
る
。

　
1
．
　
　
原
初
的
地
名

－
　
小
字
地
名
的
名
称

皿
　
条
里
呼
称
＋
小
字
地
名
的
名
称

w
．
条
里
呼
称

V
．
条
里
呼
称
・
小
字
地
名
、
な
い
し
小
字
地
名
・
条
里
呼
称

W
．
小
字
地
名

典
型
的
な
場
合
に
は
、
1
～
W
へ
と
順
に
た
ど
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

必
ず
し
も
一
律
に
こ
の
過
程
を
経
た
わ
け
で
は
な
い
。
条
里
呼
称
導
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入
以
前
の
H
の
段
階
な
い
し
導
入
以
後
の
皿
の
段
階
で
は
、
小
字
地
名
的
名
称
は
、
面
積
一
町
の
方
格
に
対
応
す
る
形
で
、
原
初
的
な
地
名
が

再
編
さ
れ
た
り
、
分
割
さ
れ
た
り
し
た
状
況
を
志
し
て
い
る
場
合
が
多
い
（
⑤
）
が
、
依
然
と
し
て
原
初
的
な
広
が
り
の
状
況
を
示
し
て
い
る
場

合
（
③
）
も
あ
り
、
各
々
の
小
字
地
名
的
名
称
の
面
積
は
極
め
て
多
様
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
そ
の
事
例
が
含
ま
れ
る
地
域
全
体
の
開
発
の

進
展
度
に
対
応
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
畿
内
や
そ
の
周
辺
で
は
前
潜
（
⑤
）
の
小
字
地
名
的
名
称
が
多
く
、
越
中
国
で
は
後
者
（
④
）
の
状
況
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

す
例
が
多
い
。
越
前
の
一
部
で
は
、
＠
か
ら
⑤
へ
と
移
行
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
皿
か
ら
W
へ
の
移
行
に
も
、
場
所
に
よ
っ
て
相
当
の
違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
早
い
例
で
は
平
安
時
代
に
入
る
と
W
の
例
が
増
加

す
る
が
、
一
〇
世
紀
に
至
っ
て
も
皿
の
様
式
を
踏
襲
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
W
の
条
里
呼
称
法
の
様
式
に
は
多
様
性
が
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
時
期
の
点
か
ら
見
る
と
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

世
紀
ご
ろ
か
ら
、
荘
園
の
条
里
プ
ラ
ン
と
で
も
表
現
す
べ
き
、
荘
園
単
位
の
条
里
呼
称
が
出
現
す
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
V
を

経
て
、
あ
る
い
は
V
の
段
階
を
経
ず
に
、
W
の
様
式
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。
平
安
時
代
に
す
で
に
W
の
例
が
あ
り
、
遅
く
と
も
一
六
世
紀
末

の
太
閤
検
地
ま
で
に
は
小
字
地
名
に
よ
る
表
記
へ
と
転
換
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
土
地
表
示
法
の
変
遷
過
程
の
類
型
化
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
基
本
的
に
修
正
の
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
H
の

段
階
で
出
現
し
、
瓢
の
段
階
で
も
使
用
さ
れ
る
小
字
地
名
的
名
称
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
若
干
の
検
討
を
加
え
る
べ
き
余
地
が
あ
る
。
小
字
地

名
的
名
称
が
ど
の
よ
う
癒
土
地
に
付
さ
れ
、
そ
れ
を
土
地
表
示
に
用
い
た
の
は
い
か
な
る
必
要
性
に
よ
る
も
の
か
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
い

う
な
ら
ぼ
、
小
字
地
名
的
名
称
が
、
単
な
る
土
地
表
示
の
手
段
と
し
て
役
割
の
他
に
、
何
ら
か
の
機
能
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
観
点
に
も
結
び
付
く
。
こ
の
視
角
か
ら
の
検
討
が
、
小
稿
の
当
面
の
目
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
個
捌
の
事
例
を
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
い
。

～
な
お
、
小
字
地
名
的
名
称
と
し
て
取
り
扱
う
対
象
を
う
取
り
敢
え
ず
、
原
則
と
b
て
例
え
ば
「
柿
本
田
」
な
ど
と
い
っ
た
個
別
的
表
現
に
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

定
す
る
こ
と
と
し
、
単
に
「
畠
」
な
ど
と
い
っ
た
一
般
的
表
現
を
除
く
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
に
お
い
て
こ
の
作
業
基
準
で
各
事
例
の
検
討
を
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行
な
い
、
そ
の
上
で
改
め
て
用
語
の
内
容
を
定
義
す
る
こ
と
に
な
る
、

奈良時代の土地管理と小字地名的名称（金田）

①
　
『
令
義
解
隔
巻
十
二
。

②
　
金
田
章
裕
『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
大
明
堂
　
一
九
入
践
年
、
一

　
〇
四
～
一
〇
七
頁
（
初
出
は
「
唐
代
中
國
お
よ
び
律
令
期
日
本
に
お
け
る
土
地
表

　
示
法
－
条
里
呼
称
法
の
起
源
と
特
性
を
め
ぐ
る
初
歩
的
検
討
－
」
、
『
史
林
』

　
六
六
－
三
、
一
九
八
三
）
。

③
金
田
、
前
掲
②
、
五
八
～
五
九
頁
（
初
出
は
「
条
里
プ
ラ
ン
と
小
字
地
名
」
、

　
『
人
文
地
理
』
三
四
一
三
、
一
九
八
二
年
）
。

④
　
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
二
、
三
三
五
～
三
三
七
頁
。

　
　
虎
尾
俊
哉
『
班
田
収
授
法
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
、
二
九
一
～

二
　
八
世
紀
の
荘
園
と
小
字
地
名
的
名
称

　
三
〇
七
頁
。

⑤
『
続
日
本
紀
』
養
老
七
年
四
月
一
七
日
、
天
平
一
五
年
五
月
二
七
日
条
。

⑥
金
田
、
前
掲
②
、
一
二
六
～
コ
ニ
六
頁
。

⑦
　
金
田
章
裕
『
古
代
日
本
の
景
観
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
九
～
一
一
頁
。

⑧
金
賑
、
前
掲
②
、
四
三
～
七
七
頁
。

⑨
金
田
、
前
掲
⑧
。

⑩
金
田
、
前
掲
⑦
、
二
七
五
～
二
八
六
頁
（
初
出
は
「
雪
曇
の
条
里
プ
ラ
ン
と
荘

　
園
の
条
里
プ
ラ
ン
」
、
『
日
太
ヨ
史
研
究
』
ゴ
　
三
二
、
　
一
九
九
〇
年
）
。

⑭
　
以
前
の
論
文
で
は
、
こ
の
区
分
を
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
ω
　
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図

　
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
年
紀
を
有
す
る
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
（
以
下
山
田
郡
田
図
と
略
記
）
に
は
、
第
1
表
の
よ
う
な
小
字
地
名
的
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

称
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
同
表
の
上
半
分
は
、
南
北
ニ
ヵ
所
か
ら
な
る
弘
福
寺
領
の
南
地
区
で
あ
り
、
各
区
画
ご
と
に
逐
一
記
入
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
一
例
を
除
い
て
す
べ
て
「
津
田
」
と
い
う
名
称
で
あ
り
、
例
外
の
一
例
も
「
津
田
西
口
」
と
い
う
そ
の
一
部
で
あ
る
。
田
の
ほ
か
に
、

「
聾
・
今
墾
（
田
）
」
と
い
っ
た
地
鼠
な
い
し
、
地
種
が
あ
る
。
総
「
田
数
」
は
八
町
九
八
束
代
で
あ
り
、
ほ
ぼ
段
当
一
束
五
把
に
相
当
す
る
租

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不

が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
や
は
り
集
計
部
分
に
あ
る
「
今
墾
田
」
と
読
み
得
る
地
目
は
「
［
］
井
租
斎
食
子
年
豆
取
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

年
次
が
限
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
租
が
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
　
こ
の
「
今
墾
田
」
の
面
積
は
わ
ず
か
八
九
東
代

（
約
一
毅
二
八
一
歩
）
に
過
ぎ
ず
、
「
今
年
」
と
判
読
し
得
る
計
四
カ
所
を
合
わ
せ
た
集
計
と
み
る
に
は
小
面
積
に
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
の
四
ヵ
所
の
門
今
墾
」
の
う
ち
三
ヵ
所
は
、
「
津
田
」
と
い
う
小
字
地
名
的
名
称
で
表
現
さ
れ
て
い
る
田
と
同
様
に
無
彩
で
あ
り
、
　
一
ヵ
所
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第1表　讃岐国山賑郡弘福寺領の小字地名的名称

弘福寺領讃岐国山田郡田図（天平7年）

田 t 畠　な　ど

津田（147）

津田

津田，今慶1

囲田（4〔），金｛墾

津田（1町）

囲田G町）
黒田（150）

？

？

津田西口（140）

津田，今墾　　　　　’

璽（100）

今i墾田1

山田郡弘福寺田内校出田注文
　　　（天平宝字7年）

条・墨・刎 田

8条9里31

　　10黒4

　　　　5

　　　　6

　　　　7

　　　　8

　　　　9

　　　17

　　　18
9条4里36

　　5里1

池田（1段160歩）

池辺田（1段140歩）

池口田（4段90歩）

津田（3段40歩）

長田（1段170歩）

田田（8町98束代） D熱田（89献） ； i

棚田（1町）

樋蒔田（1町）

畠田（450）

佐布田（350）

佐布口田（10）

佐布田（70）

佐布田（87）

二上（490）

畠田（110）

佐布田（150）

轟田（1町）

柿本田（1町）

柿本田（250）

樋蒔田（1町）

造田（450）

尿田（400）

角道田　（1田丁）

　
の
　
1
1

　
（
　
畠
）
あ
0
　
0

P
D
　
4

（
　
（
畠
畠

　
の
　
⑲
　
）

　
畠
　
5
0

　
，
　
α

　
鋤
田

　
（
　
墾

　
田
　
畠

　
成
　
今

　
畠
）
　
，
　
あ

0
）
）
0

0
　
A
U
　
（
U
　
4

1
　
1
　
1
　
9
臼

（
（
（
（

畠
畠
畠
畠

の14（田墾轟今似G畠

）
の

50

P0

（
　
（
畠
轟

　　12黒18

　　　19

　　　30

　　　31

　　　32

　　　33

　　　34
　　13里3

　　　　4

　　　　5

　　　　6

　　　10

　　　15
9条7里13

　　　24

　　　25

　　　36

下原田（50歩）

垣本田（1段170歩）

圃依田（40歩）

井門田（70歩）

藪田（70歩）

原日日　（2段70歩）

田数（11町412東代）
1畠数（・町・13東代） t

（天平7年の単位は町，東代）
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奈良晴代の土地管理と小字地名的名称（金田）

だ
け
が
茶
色
と
男
爵
で
重
ね
塗
り
さ
れ
て
い
る
状
況
と
は
全
く
異
な
る
。
こ
の
着
色
さ
れ
た
部
分
の
「
今
墾
」
の
次
に
は
「
田
」
の
文
竿
が
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
集
計
部
分
の
「
今
墾
田
八
九
東
代
」
と
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
部
分
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
「
今
墾
田
」
が
「
七
六
」
に
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
着
色
さ
れ
て
い
て
租
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
は
、
次
に
述
べ
る

北
地
区
の
「
今
畠
墾
田
」
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

　
同
好
北
地
区
で
も
第
1
表
下
半
部
の
よ
う
に
、
各
区
画
ご
と
に
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
た
田
が
記
入
さ
れ
て
い
る
μ
そ
の
ほ
か
に
、
「
畠
」

一
一
ヵ
所
、
「
今
畠
墾
田
」
ニ
ヵ
所
、
「
畠
成
田
」
一
ヵ
所
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
集
計
部
分
で
は
「
畠
数
」
と
し
て
書
き

　
　
　
　
　
　
④

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
取
り
扱
い
の
上
で
の
畠
で
あ
り
、
田
の
場
合
は
南
地
区
と
同
様
に
租
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
畠
は
租
の
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
南
地
区
に
お
け
る
「
今
墾
田
」
と
同
様
に
着
色
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
て

お
き
た
い
。

　
以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
山
田
郡
田
図
で
は
、
本
来
租
が
課
さ
れ
て
い
る
部
分
が
無
彩
で
あ
り
、
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
た
田
と
、
「
今

夜
」
か
ら
な
る
。
　
一
方
、
租
が
課
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
彩
色
の
あ
る
「
畠
・
今
墾
田
・
今
畠
墾
田
・
畠
成
田
」
な
ど
で
あ
り
、
「
畠
」
は
も

と
よ
り
、
「
今
畠
墾
田
・
畠
成
田
」
も
集
計
部
分
で
は
「
古
製
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
弘
福
寺
は
「
三
宅
」
部
分
や
「
不
沽
」
の
部
分
を

除
き
、
田
と
畠
の
両
者
か
ら
直
読
を
徴
収
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
田
と
畠
で
は
制
度
上
の
あ
り
方
が
全
く
異
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
、

　
山
田
郡
田
図
に
描
か
れ
た
場
所
で
は
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
の
三
田
の
際
に
、
こ
れ
ら
の
寺
領
の
一
部
が
誤
っ
て
検
出
・
収
公
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

翌
年
に
班
給
さ
れ
て
し
ま
い
、
恐
ら
く
同
七
年
に
寺
田
に
復
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
校
出
田
の
書
き
上
げ
と
見
ら
れ
る
天
平
宝
字
七
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

山
田
郡
弘
福
寺
田
内
校
出
田
注
文
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
1
表
逼
塞
の
田
で
あ
り
、
条
里
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
て
い
る
。
別
面
で
す
で
に
検
討
を
加
え
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
田
は
、
天
平
七
年
段
階
の
小
字
地
名
的
名
称
で
表

示
さ
れ
た
寺
田
が
区
画
の
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
部
分
、
つ
ま
り
一
町
未
満
で
あ
っ
た
部
分
に
お
い
て
誤
認
・
誤
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
天
平
七
年
の
山
田
郡
田
図
で
は
、
「
畠
」
で
あ
っ
た
部
分
の
多
く
が
誤
認
・
誤
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ぼ
、
山
田
郡
田
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図
で
は
不
輸
租
地
で
あ
り
、
単
に
「
畠
」
と
記
さ
れ
て
い
た
耕
地
が
、
門
田
の
際
に
公
田
目
録
に
記
入
さ
れ
、
班
給
さ
れ
た
際
に
は
、
田
と
し

て
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
、
そ
の
状
況
が
天
平
宝
字
七
年
の
校
出
田
注
文
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
之
の
取
り
扱
い
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
輸
租
田
に
は
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
、
不
輸
租
地
に
は
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ

と
に
な
る
。
し
か
も
、
不
輸
租
の
畠
面
積
が
班
田
図
に
記
入
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
誤
認
は
発
生
し
難
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

　
⑧
か
ら
月
蝕
の
よ
う
な
不
輸
租
地
は
校
班
田
の
対
象
外
で
あ
り
、
校
田
図
な
い
し
班
田
図
に
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
一
方
、
山
田
郡
田
図
に
は
、
班
田
の
対
象
外
で
は
あ
っ
て
も
「
今
墾
」
が
輸
租
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
墾
田
の
方
は
当
然
図
籍

の
記
録
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
従
っ
て
、
校
班
田
の
対
象
地
な
い
し
墾
田
を
含
む
輸
租
地
が
、
校
班
田
記
録
に
記
さ
れ
て
お
り
、
「
畠
」
の
よ
う
な
い
ず
れ
で
も
な
い
土
地

は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
例
を
み
る
限
り
、
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
て
い
た
の
は
、
誤
認
さ
れ
た
部
分

を
も
含
む
校
班
田
の
対
象
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
山
田
郡
田
図
で
は
、
小
字
地
名
的
名
称
が
す
べ
て
一
区
画
に
一
つ
で
あ
り
、
田
の
合
計
面
積
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
畠
」
の
場
合

は
ニ
ヵ
所
に
分
け
て
記
入
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
勧
　
阿
波
国
東
大
寺
領
荘
園
図

　
阿
波
国
名
方
郡
の
東
大
寺
領
荘
園
図
と
し
て
は
、
「
東
大
寺
図
入
地
黒
一
町
五
十
歩
　
天
平
宝
字
二
年
六
月
廿
八
、
日
造
国
司
図
案
」
と
記
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

さ
れ
た
も
の
と
、
「
大
豆
処
図
」
と
題
さ
れ
た
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、
前
者
を
国
司
図
案
と
略
称
す
る
。
両
立
と
も
、
条
里
プ
ラ
ン

の
完
成
・
使
用
開
始
以
前
の
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
ご
ろ
に
原
形
が
作
成
さ
れ
、
国
司
図
案
の
方
に
は
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
～
嘉
祥
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

（
八
五
〇
）
ご
ろ
に
条
里
呼
称
と
「
川
」
な
ど
の
文
字
が
追
加
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
さ
て
大
豆
処
図
に
は
、
「
大
川
」
河
畔
の
六
区
画
に
「
畠
一
町
」
の
文
字
が
記
入
さ
れ
、
ほ
か
に
「
川
成
」
が
三
ヵ
所
記
入
さ
れ
て
い
る
。

「
川
成
」
の
う
ち
一
カ
所
は
「
畠
一
町
」
の
注
記
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
集
計
部
分
で
は
「
合
壱
拾
町
　
畠
蟹
田
八
段
二
百
歩
、
川
成
四
町
田

8　（496）



奈良時代の土地管理と小字地名的名称（金田）

六
十
歩
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
は
両
者
は
合
致
せ
ず
、
ま
た
同
学
に
は
「
畠
・
川
成
」
な
ど
を
一
旦
記
入
し
た
上
で
消
し
た
跡
が
あ

　
　
　
　
⑪

る
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
の
「
畠
」
に
つ
い
て
、
「
耕
地
と
し
て
は
東
大
寺
が
そ
れ
か
ら
の
収
益
を
期
待
し
な
い
存
在
」
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
堕
承
和
二
年
置
八
四
四
）
に
「
東
大
寺
衙
」
へ
あ
て
た
阿
波
国
里
に
は
・
薪
島
地
●
勝
浦
郡
地
」
と
共
に
・
「
不
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

得
三
勘
コ
徴
圃
地
子
一
事
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
一
大
豆
津
圃
参
町
弐
段

　
　
旧
地
、
未
レ
改
二
口
分
一
之
間
、
同
二
右
件
ハ
以
一
帥
来
年
一
可
レ
勘
二
地
子
叩

　
さ
ら
に
、
「
以
前
等
畠
地
子
、
依
贈
一
丁
九
月
七
日
牒
状
ハ
可
塑
勘
徴
一
」
と
も
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
大
寺
が
「
畠
地
子
」
を
徴
収
し
よ
う

と
し
て
い
た
耕
地
で
あ
り
、
国
側
は
そ
れ
を
誤
っ
て
口
分
田
と
し
て
班
給
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
改
め
る
ま
で
地
子
徴
収
を
待
つ
よ
う

に
指
示
し
た
耕
地
で
も
あ
っ
た
。
大
豆
津
圃
と
は
大
豆
素
図
が
示
す
場
所
と
同
一
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
、
同
図
の
「
畠
」
は
、
東
大
寺

が
地
子
を
徴
収
し
、
本
来
は
校
班
田
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
筈
の
耕
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
前
述
の
弘
福
寺
領
の
「
畠
」
と
同

様
の
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
表
現
で
あ
り
、
事
実
同
一
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
司
図
案
の
方
に
は
第
2
表
の
よ
う
な
小
字
地
名
的
名
称
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
小
字
地
名
的
名
称
は
す
べ
て
「
圃
」
の
文
字
を
伴
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
陸
田
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、
大
豆
処
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
土
地
利
用
と
し
て
は
畠
で
あ
っ
た
部
分
を
示
す
表
現
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ま
た
、
「
圭
」
は
一
町
未
満
の
地
片
を
示
す
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
国
司
図
案
の
段
階
の
東
大
寺
地
は
、
小
字
地
名
的
名
称
で
表
現
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

「
圃
」
と
、
多
く
の
「
野
」
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
東
大
寺
地
に
つ
い
て
、
年
不
詳
の
坪
付
文
書
に
、
第
2
表
右
半
部
に
示
し
た
よ
う
な
類
似
の
小
字
地
名
的
名
称
が
記
さ
れ

て
い
る
。
国
司
図
案
の
条
里
呼
称
な
ど
が
追
記
さ
れ
た
九
世
紀
中
ご
ろ
の
文
書
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
こ
ろ
に
は
北
側
の
「
大
川
」
沿
い
の
部
分

が
川
成
と
な
る
な
ど
、
東
大
寺
領
に
も
相
当
の
変
化
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
坪
付
に
記
さ
れ
た
場
所
は
、
第
2
表
の
よ
う
に
重
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結
す
る
部
分
が
多
い
が
、
一
部
そ
う
で
な
い
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。
国
司
図
案
に
記
さ
れ
た
「
圃
」
や
「
野
」
の
部
分
と
、
九
世
紀
中
ご
ろ

の
坪
付
文
書
が
示
す
場
所
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
・
両
資
料
間
の
記
録
の
現
地
把
握
の
ず
直
な
ら
び
に
川
成
を
も
た
ら
し
た
よ
う
な
水
害
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

被
災
と
開
発
．
再
開
発
と
い
っ
た
原
因
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
国
司
図
案
の
「
葦
依
圃
・
宅
依
圃
・
沢
依
圃
」
と

九
世
紀
中
ご
ろ
の
「
蓑
依
圃
・
耳
当
・
沢
圃
」
の
東
西
の
ず
れ
、
あ
る
い
は
後
者
の
「
新
名
圃
」
が
前
者
で
は
川
の
位
置
に
相
当
す
る
と
い
っ

第2表
阿波国名方瀦東大寺地の小字地名的名称

　　　国　司　図　案
（天平宝字2年，通称新島荘絵図）

圃 そ　の　他

沢依圃（10．）

楊圃（野）

牽依圃（10．）

宅依圃（10．）

野依圃（10．）

川辺圃（10．）

川辺圭（1．）

川辺圃（5。）

川依圃（4．280）

茨本南圃（10．）

茨本圃（10，）

茨刺ヒ圃　（3．240）

圭（3．300野）

（10．野）

（エ0．野）

圭（3．野）

（10．野）

（10．野）

壷　（6．180野）

圭（8．野）

（1Q．野）

（10．野）

圭（8．野）

圭（1，100野）

（10，野）

（10．野）

（10．野）

圭　（7．180）

（7，野）

（10．野）

（10．野）

（10．野）

（10．野）

（9．　3e）

圭　（2，190）

（10．野）

（10．野）

（神社2．空地8．）

圭（8．）

圭（3．野）

　　東　大　寺　地
（年不詳，阿波国新島荘坪付）

条畳剰 圃

31

R2

R3

R4

Q
3
4
5
8
9
1
0
1
1
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
2
0
2
1
2
2
2
3
2
6
2
7
2
8
2
9
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
1
2
3
4
1
0
U
1
2
3
1
6
7

哩
埋

　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ユ
ユ

新名圃（10．）

圭嗣（7．）

圭圃　（7．160）

名園（2．）

名圃（4．35G）

身ヒ圃　（3．160）

野圃（9．）

葦園圃（6．）

名園（5．）

治圃（5．）

名圃（7．）

野圃（2．60）

荻圃（7．）

沢圃（1．）

茨圃（5．）

葦圃（6．60）

葦出丸（6．）

宅圃（4．）

aヒ圭圃　（4．）
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奈良時代の土地管理と小字：地名的名称（金田）

た
状
況
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
確
か
に
国
司
図
案
と
九
世
紀
中
ご
ろ
の
坪
付
で
は
、
現
地
で
の
場
所
の
認
識
が
東
西
に
少
し
ず
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
現
地
は
「
大
川
」
近
く
の
水
災
を
被
り
易
い
場
所
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
明
確
な
条
里
地
割
が
施
工
さ
れ
て
お

ら
ず
、
現
地
で
の
所
在
確
認
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
い
と
み
て
よ
い
。
従
っ
て
、
現
実
に
は
二
つ
の
理
由
が
共
に
作
用
し
た
結
果

で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
九
世
紀
中
ご
ろ
の
坪
付
に
は
、
二
〇
条
一
〇
里
三
四
～
三
六
坪
の
「
葦
果
圃
・
宅
圃
・
北
骨
質
」
に
つ
い
て
、
「
宝
亀
四
年
夏
被
輸

公
」
と
し
、
第
2
表
の
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
「
弘
仁
三
年
被
輸
公
」
と
し
て
い
る
。
前
者
は
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
以
来
の
輸
租
地
、
後
者
は

弘
仁
三
年
（
八
＝
一
）
以
来
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
圃
を
伴
う
小
字
地
名
的
名
称
は
、
前
述
の
山
田
郡
田
図
の
田
を
伴
う
そ
れ
と
同

様
に
輸
租
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
国
司
図
案
の
圃
を
伴
っ
た
小
字
地
名
的
名
称
も
ま
た
、
同
様
に
輸
租
地
を
示

し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
例
で
は
圃
を
伴
う
小
字
地
名
的
名
称
が
輸
租
地
で
あ
る
耕
地
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
圃
は

前
述
の
大
豆
壮
図
の
場
合
の
よ
う
に
、
土
地
利
用
上
は
畠
で
あ
る
か
ら
、
同
一
の
土
地
利
用
で
あ
っ
て
も
、
輸
租
地
の
場
合
は
「
圃
」
、
不
輸

租
の
場
合
は
単
に
「
畠
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
場
合
、
国
司
図
案
で
は
野
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
宝
亀
四
年
と
弘
仁

三
年
に
輸
租
地
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
区
別
が
九
世
紀
初
め
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
㈹
　
摂
津
職
東
大
寺
領
駐
園
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
の
い
わ
ゆ
る
摂
津
国
島
上
郡
水
無
瀬
荘
絵
図
（
以
下
水
無
瀬
荘
図
と
略
記
）
は
、
図
面
・
所
在
地
名
の
い
ず
れ
も
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
摂
津
職
・
島
上
郡
司
等
の
署
名
お
よ
び
描
か
れ
た
山
・
川
な
ど
か
ら
、
後
の
水
無
瀬
荘
に
相
当
す
る
位
置
を
描
い
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
感
も
ま
た
条
里
プ
ラ
ン
完
成
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
方
格
線
は
描
か
れ
て
い
る
が
、
条
里
呼
称
の
記
入
は
見
ら
れ
な
い
。

図
の
中
央
部
付
近
に
は
彩
色
さ
れ
た
部
分
が
描
か
れ
、
各
区
画
ご
と
に
「
畠
」
の
文
字
が
記
入
さ
れ
、
総
数
一
四
区
画
に
及
ぶ
。
ま
た
、
こ
の

畠
中
に
は
四
区
画
に
わ
た
っ
て
、
倉
一
ヵ
所
、
屋
四
カ
所
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
一
方
、
そ
の
西
と
南
側
の
山
寄
り
の
部
分
に
は
、
九
区
画
に

「
谷
田
」
が
、
二
区
画
に
「
桑
原
田
」
が
、
　
区
画
に
「
新
治
田
」
が
そ
れ
ぞ
れ
面
積
と
共
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
境
界
線
の
外
側
に
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は
、
家
・
口
分
田
・
里
な
ど
の
記
載
が
あ
る
が
面
積
は
伴
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
段
階
で
は
、
こ
れ
以
外
に
寺
領
の
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
後
の
史
料
で
は
同
図
の
範
囲
す
べ
て
が
東
大
寺
領
四
至
内
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

っ
て
お
り
、
畠
が
描
か
れ
て
い
た
場
所
に
も
、
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
に
は
、
田
の
分
布
が
卓
越
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
後
世
の
状
況
に
加

え
、
」
天
平
勝
宝
八
歳
の
水
無
瀬
高
図
で
は
、
境
界
線
外
の
「
里
・
家
・
口
分
田
」
な
ど
と
区
別
し
て
、
「
畠
」
及
び
小
字
地
名
的
名
称
を
有
す

る
田
が
記
入
さ
れ
て
お
り
馬
東
大
寺
は
こ
の
畠
及
び
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
う
田
の
部
分
の
双
方
を
経
営
し
て
い
た
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
。
し
か
も
、
「
畠
」
に
面
積
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
記
載
・
彩
磁
の
様
子
は
前
述
の
山
田
郡
田
図
に
酷
似
し
て
い
る
。
八

世
紀
の
水
無
毒
荘
の
構
成
に
関
す
る
史
料
は
な
い
が
、
や
は
り
「
畠
」
は
不
輸
租
地
を
、
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
た
田
は
本
来
輪
租
地
で
あ

る
部
分
を
示
し
て
い
る
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
寺
領
は
、
こ
の
場
合
も
そ
の
両
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ω
　
ψ
背
国
久
世
郡
弘
福
寺
領
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
条
里
呼
称
に
よ
る
土
地
表
示
の
初
見
例
で
も
あ
る
弘
福
寺
田
数
帳
も
ま
た
、
小
字
地
名
的
名
称
を
併
記
し
て
い
る
。
「
口
利
田
・
曰
佐
田
・

州
原
寺
田
・
井
門
田
・
酔
夢
・
門
田
・
御
田
・
家
田
」
の
八
種
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
川
原
寺
田
」
が
ニ
カ
璽
の
九
坊
分
に
も
及
び
、
最
も
広

　
　
　
　
　
　
㊧

い
面
積
を
占
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
久
世
郡
弘
福
寺
領
は
、
計
｝
○
町
二
三
八
歩
で
あ
り
、
和
銅
二
年
置
七
〇
九
）
の
弘
福
寺
田
畠
流
記
帳
に
記
さ
れ
た
同
郡
の
弘
福
寺
田
面

積
と
合
致
し
、
起
源
は
少
な
く
と
も
そ
の
時
点
ま
で
湖
る
。
同
流
記
帳
に
は
、
讃
岐
国
山
田
郡
田
二
〇
町
も
記
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
山
田
郡

田
図
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
田
郡
弘
福
寺
領
二
〇
町
一
〇
東
代
が
本
来
輸
租
田
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
久
世
郡
川

原
寺
田
も
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
小
字
地
名
的
名
称
の
性
格
も
ま
た
、
全
く
同
様
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
ハ
久
世
郡
弘
福
寺
田
に
つ
い
て
虎
尾
俊
哉
は
、
「
川
原
寺
田
」
の
部
分
が
、
「
川
原
寺
の
創
建
後
、
代
制
度
の
地
割
の
行
わ
れ
て
い

た
先
進
開
拓
地
中
の
良
田
を
選
ん
で
一
括
し
て
」
設
定
さ
れ
た
寺
領
に
由
来
す
る
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
論
拠
は
、
①
川
原
寺
田
の

部
分
が
寺
領
中
央
部
に
存
在
し
、
し
か
も
主
要
部
を
占
め
る
こ
と
、
②
妙
品
は
上
田
か
ら
な
る
こ
と
、
③
田
積
が
代
の
地
積
を
基
礎
と
し
て
い
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奈良時代の土地管理と小字地名的名称（金田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
虎
尾
の
推
定
を
、
小
字
地
名
的
名
称
と
の
関
連
で
換
言
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
代
制
」
の
面
積
表
記
の
段
階
す
な
わ
ち
七
世
紀
段
階

で
設
定
さ
れ
た
寺
田
部
分
が
「
川
原
寺
田
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
後
、
和
銅
二
年
ま
で
に
寺
田
に
編
入
さ
れ
た
部
分
が
、
前
述
の
よ
う
な
小
字
地

名
的
名
称
で
表
示
さ
れ
て
い
た
っ
条
塁
プ
ラ
ン
完
成
直
後
の
天
平
一
五
年
に
お
い
て
も
こ
の
様
式
が
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

こ
の
よ
う
な
川
原
寺
田
を
構
成
す
る
異
っ
た
表
記
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
後
に
再
考
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
、
こ
の
田
数
帳
の
末
尾
に
は
四
至
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
（
南
西
）
薬
師
寺
田
圃
、
（
北
）
圃
乗
田
」
と
い
っ
た
表
現
が
含
ま
れ

て
い
る
。
圃
は
前
述
の
阿
波
国
の
例
の
よ
う
に
輸
租
地
で
あ
る
陸
田
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
阿
波
国
と
共
に
陸
田
の
班
給
が
規
定
さ
れ
て

　
爵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

い
た
山
背
国
の
事
例
で
あ
り
、
先
の
証
明
の
一
つ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

　
㈲
　
八
世
紀
の
東
大
寺
領

～
阿
波
国
・
摂
津
国
に
お
け
る
前
述
の
事
例
の
ほ
か
に
も
、
東
大
寺
は
膨
大
な
量
の
寺
領
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
条
里
プ
ラ
ン
完

成
以
後
の
資
料
を
伝
え
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
土
地
表
示
に
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
て
い
る
。

　
近
江
国
水
沼
・
覇
流
村
、
越
前
国
思
置
・
道
守
・
高
串
村
、
越
中
国
須
加
・
襖
田
・
鳴
戸
・
鹿
田
・
伊
加
流
伎
（
留
岐
）
・
石
粟
・
井
山
・
杵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

酒
肥
・
下
部
・
大
藪
（
荊
）
村
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
開
田
地
図
を
伝
え
る
寺
領
の
地
図
上
の
表
現
も
同
様
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
条
里
プ
ラ
ン
の
坊

の
区
画
ご
と
に
、
条
里
呼
称
の
番
号
、
小
字
地
名
的
名
称
、
面
積
、
内
訳
な
ど
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
も
、
寺
領
以
外

の
部
分
に
は
「
畠
」
の
所
在
の
記
入
が
あ
る
も
の
の
、
讃
岐
国
弘
福
寺
領
や
阿
波
国
・
摂
津
国
東
大
寺
領
の
よ
う
な
寺
領
の
「
畠
・
圃
」
の
記

載
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
個
々
の
小
字
地
名
的
名
称
の
占
め
る
面
積
に
著
し
い
差
が
あ
る
。

　
＠
近
江
国
水
沼
・
環
流
村
で
は
一
～
二
区
画
ご
と
に
異
な
っ
た
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
⑤
越
前
国
儀
置
・
道
守
、

越
中
国
恩
茄
・
鳴
戸
・
尊
名
蛭
・
丈
部
・
大
鵬
村
な
ど
で
は
、
数
区
画
～
数
十
区
画
に
及
ぶ
範
囲
の
小
字
地
名
的
名
称
が
多
い
。
さ
ら
に
、
⑥

天
平
宝
字
三
年
の
越
中
国
石
粟
村
は
「
野
田
」
、
天
平
神
護
二
年
の
越
前
国
高
串
村
は
「
葦
原
田
」
、
神
護
景
雲
元
年
の
越
中
国
井
山
村
は
「
山
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田
扁
、
同
年
輩
加
留
岐
村
も
瞥
山
田
」
、
同
年
鹿
田
村
は
「
小
家
田
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
傾
全
域
に
わ
た
っ
て
一
種
類
の
み
の
小
字
地
名
的
名

称
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
石
落
村
の
場
合
、
南
北
一
九
区
画
、
東
西
一
二
区
画
に
及
ぶ
範
囲
の
す
べ
て
が
「
野
田
」
で
あ
る
か
ら
、

現
実
に
は
土
地
表
示
の
手
段
と
し
て
意
味
は
ほ
と
ん
ど
果
た
し
得
な
い
と
見
ら
れ
る
。
井
山
村
と
伊
加
留
岐
村
の
「
山
田
」
も
同
様
で
あ
り
、

し
か
も
両
村
は
隣
接
す
る
か
ら
、
石
粟
村
以
上
に
土
地
表
示
手
段
と
し
て
の
意
義
を
減
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
天
平
宝
宇
三
年
の
越

中
国
伊
加
流
伎
・
大
藪
の
ニ
ヵ
所
は
、
す
べ
て
が
未
開
で
あ
り
、
条
里
呼
称
と
共
に
小
字
地
名
的
名
称
も
全
く
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
東
大
寺
開
田
地
図
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
小
字
地
名
的
名
称
が
田
の
す
べ
て
に
付
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
未
開
で
あ
れ
ぼ
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
得
る
。
し
か
も
、
広
域
に
わ
た
っ
て
同
一
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
土
地
丸
焼
手
段
と
し
て

は
ほ
と
ん
ど
役
割
を
果
し
て
い
な
い
。
土
地
表
示
と
し
て
は
条
里
呼
称
法
で
十
分
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
が
、
そ
れ

に
し
て
も
、
越
中
国
の
発
布
留
岐
村
や
大
荊
村
の
よ
う
に
、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
一
）
の
段
階
に
至
っ
て
初
め
て
小
字
地
名
的
名
称
が
出
現
し

て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
類
似
の
状
況
を
、
開
田
地
図
が
伝
わ
ら
な
い
東
大
寺
領
で
も
知
り
得
る
場
合
が
あ
る
。
伊
賀
国
淫
心
郡
で
は
、
前
述
の
⑧
の
類
型
に
属
し
、

天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
の
越
前
国
司
解
に
記
さ
れ
た
鯖
田
国
富
荘
お
よ
び
細
只
村
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
の
越
前
国
司
井
東
大
寺
田
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

等
解
由
に
記
さ
れ
た
鴫
野
荘
、
同
年
の
越
前
国
司
解
に
記
さ
れ
た
丹
生
郡
椿
原
、
足
羽
郡
糞
置
・
栗
川
・
道
守
・
鴫
野
、
坂
井
郡
子
見
・
串

方
・
田
宮
の
各
村
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
高
串
村
と
同
一
地
で
あ
る
串
方
村
を
除
い
て
⑮
の
類
型
に
属
す
る
。

　
さ
ら
に
、
条
里
プ
ラ
ン
の
各
坊
に
付
さ
れ
た
単
一
の
小
字
地
名
的
名
称
の
下
に
、
口
分
田
・
乗
田
・
寺
闘
・
百
姓
墾
田
な
ど
、
各
種
の
田
が

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
こ
こ
で
は
注
意
を
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
越
前
国
司
解
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
丹
生
郡
西
北
十
八
条
一
野
依
田
里
）

　
　
　
　
升
三
葦
原
田
分
弐
段
獺
茂
郷
戸
主
佐
味
大
長
戸
同
磯
守

　
　
　
　
同
坊
分
捌
段
同
佐
味
入
麻
呂
奪
取
田
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奈良時代の土地管理と小字地名的名称（金困）

　
　
　
（
足
羽
郡
西
南
四
条
七
桑
原
田
西
里
）

　
　
　
　
八
葦
原
田
里
十
八
山
田
分
弐
段

　
　
　
　
　
分
南
壱
段
壱
伯
伍
拾
歩
燗
鉢
郷
戸
主
刑
部
三
野
麻
呂

　
　
　
　
　
分
中
弐
伯
伍
歩
上
家
郷
戸
主
礒
部
大
浜
口
分

　
　
　
　
　
分
伍
歩
乗
田

　
開
田
地
図
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
越
前
国
道
守
村
開
田
地
図
で
は
、
足
羽
郡
一
条
十
一
上
味
岡
里
に
、

　
　
　
十
二

　
　
　
味
岡
田
上
一
町

　
　
　
分
九
段
寺

　
　
　
分
一
段
百
姓
墾

　
　
　
買
為
寺
田

と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
越
中
国
石
粟
村
官
費
入
田
地
図
で
は
、
砺
波
郡
廿
七
条
黒
田
上
里
に

　
　
　
四
行
五
野
田
八
段
三
百

　
　
　
歩
荊
波
神
一
段
七
十

　
　
　
二
歩
男
神
二
段

　
　
　
定
五
段
二
百
廿
八
歩

　
神
護
景
雲
元
年
越
中
国
鳴
戸
村
墾
田
地
図
で
も
、
砺
波
郡
十
二
条
沢
谷
里
に

　
　
　
三
蒲
田
一
町

　
　
　
寺
田
九
段
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百
姓
一
目
一
段

と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
小
字
地
名
的
名
称
は
条
里
プ
ラ

ン
の
坊
を
単
位
と
し
て
記
載
さ
れ
、
口
分
田
・
乗
田
・
寺
田
・
百
姓
墾
田
・
神

田
な
ど
多
様
な
田
種
を
そ
の
内
部
に
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
㈲
　
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図

　
大
和
国
平
群
三
九
・
一
〇
条
三
・
四
里
付
近
を
描
い
た
額
田
寺
伽
藍
並
条
里

図
（
以
下
額
田
寺
図
と
略
記
）
は
、
と
り
わ
け
記
載
内
容
の
豊
か
な
地
図
で
あ
る
。

周
辺
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
に
名
称
・
年
紀
等
の
記
載
が
な
い
が
、
記
入
さ
れ

て
い
る
「
法
花
寺
庄
・
中
臣
朝
臣
毛
人
」
な
ど
の
荘
園
・
人
名
か
ら
天
平
宝
字

年
間
（
七
五
七
～
七
六
五
）
を
余
り
下
が
ら
な
い
時
期
に
作
製
さ
れ
た
と
推
定
さ

⑰れ
、
さ
ら
に
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
の
班
田
の
直
後
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
下
図
に
は
、
大
和
盆
地
全
体
を
編
成
し
た
平
群
郡
の
条
里
プ
ラ
ン
に

合
致
し
た
条
里
呼
称
の
番
号
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
九
条
・
一
〇
条
の
各
四
里

相
当
部
分
に
「
第
四
額
田
里
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
条
里
プ
ラ
ン

が
す
で
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
大
和
国
の
神
護
景
雲
元
年
（
七
六

　
　
　
　
⑲

七
）
の
段
階
で
は
、
完
成
し
た
後
の
様
式
と
は
異
な
っ
た
土
地
表
示
を
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
の
大
和
国
符
が
完
成
し
た
様
式
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
初
見
例
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
里
プ
ラ
ン
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

図
は
神
護
景
雲
元
年
な
い
し
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
の
丁
年
の
後
に
作
製
さ
れ
た

第3表　額田寺伽藍並条里図記載の小字地名的名称〔（）内の数催亙は面積，段．歩〕

他

部あり）

園里1 1小字地名酩称1 寺・土地利用　1 そ　　　の

9 3 17 中臣［コ臣毛人家

19 法花寺庄

20 同毛人家

21 寺岡（2．64） 中臣朝臣毛人家

22 寺岡（8．） （損滅

23 寺岡（1．） 公田（1．21），公野

24 公野

25 寺小手池，寺岡（124）

26 寺岡（5．230） 船墓

28 寺岡（9．58） 同毛人家

　　　　　　　　（石柱寺立）

法華寺庄，公田

日根当千虫家・三二朝臣古万
　昌家・墓

臣勢朝臣古麻呂地　（石柱目立）

公田・池心（1．230）

寺岡（2．8）

寺岡（234）

寺岡（5．200）

寺岡（6．250）， 寺田墾（30）

29

30

31

32

35 迫田（1．200）
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奈良時代の土地管理と小字地名的名称（金田）

9

1e

10

4

3

4

　
　
1
2
4
5
6
7
8
0
1
2
2
3
4
5
6
7

2
6　
　
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2

8
3
4

2
3
335
36

P
2
3
4
5
8
9

0
1
2
3
4
5
6
7
1
2
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2

中田（76），荒田

寺厩日日（6．158）

垣陸田（1．28寺荒）

1竃門田（125）

槻本田（4．2G）

jEl原田（寺田3．336）

川原田（寺田86）

垣内田（308）

寺山家田（3．220）

寺小荒木田（6．300）

喬…，lxin“木田（3．180）

荒木田（～）

≡寺…岡（5．120）

≡寺…岡（9．6Q）

寺岡（4．60）

寺岡（260）

寺岡（9．158），寺田（80）

壱寄…岡（9．260），　寺ヨヨ（100）

審岡（9．244）

寺岡（3．152）

寺岡（72）

寺岡（1．210）

寺岡（2口8）

三豊寺三原（2．90）

額皿楊原（200）

中頃…楊原（5．26G）

額寺国原（3．12G），額寺栗林
　（4．　334）

額際栗林（1．234）

華麗（2．180），寺栗林（60）

寺田（1。144），寺楊原（2．62）

寺栗林（エ20），寺畠（2．）

寺田（106），寺田（1．）

寺院（8．254）

寺田（1，100），寺院（5。100）

寺院（8．332）

寺院（9．　235）

寺楊原（1．10Q），専畠

寺物昌（7．60）

寺畠（5．60），　寺畠［＝］

ij畠（7．33［コ）

寺畠（4．180），…寺畠（120）

寺田（95）

寺山（200），寺畠（2）

寺院（9．274）

寺院（9．52）

晴…日日（2．288），　寺林（7，72）

寺EPtEl（1．24）

寺鼠（5．26G）

寺日日（2．330）

寺田（2。）

寺岡［コ

池心（4．240）

公田（200）（　　（損滅部あり）

公田（露．140），公野（石柱願立）

堤

公野（72）

公地（30）

公地（50）

墓

墓

　　　　　　　　　（～部存）

　　　　　　　　　（一部存）

　　　　　　　　　（一部存）

田　　　　　　　（損減部あり）

田，法花寺庄

法花寺庄

公田，法花寺庄

公田，法花寺

公田

橡林（235）

公園

公田（3．150）

畠（1．18Q）

調使口

中臣勅臣毛人畠

中臣：朝臣毛人轟

公田［］，岡

公田

（損滅部あり）

（損減部あb）

（損滅部あり）

（損滅部あり）

（損四部あり）

（損滅部あり）

（損減部あり）

（損滅部あり）

（損滅部あり）

（損錦部あり）

墓

古堤

（損減部あり）

（一部存）

（一部存）

（一部存）

（一部存）
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可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

、
さ
て
、
公
図
に
は
豊
か
な
絵
画
的
な
い
し
絵
図
的
表
現
と
共
に
第
3
表
の
よ
う
な
多
く
の
記
載
が
あ
る
。
記
載
内
容
を
大
別
す
る
と
、
①
小

字
地
名
的
名
称
、
②
寺
田
・
寺
畠
・
寺
岡
・
寺
林
・
寺
栗
林
・
寺
楊
原
と
い
っ
た
寺
＋
土
地
利
用
の
様
式
の
も
の
、
③
寺
院
、
④
公
田
・
法
華

寺
庄
・
人
名
＋
家
・
人
名
＋
畠
な
ど
の
①
～
③
以
外
の
記
載
、
に
大
別
さ
れ
る
。
寺
に
は
額
田
寺
・
額
寺
な
ど
の
表
現
も
含
む
こ
と
に
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

き
た
い
。
ま
た
「
畠
」
と
「
橡
林
」
が
一
ヵ
所
ず
つ
あ
る
。

　
①
の
小
字
地
名
的
名
称
は
す
べ
て
田
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
小
字
地
名
的
名
称
と
共
に
「
寺
」
な
い
し
「
寺
田
」
の
文
字
が
あ
る
場
合
と
な

い
場
合
が
見
ら
れ
る
。
②
の
寺
＋
土
地
利
用
の
様
式
は
さ
ら
に
、
寺
田
と
寺
畠
・
寺
林
等
そ
れ
以
外
の
土
地
利
用
と
に
細
分
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
ま
ず
、
こ
の
「
寺
田
」
と
い
う
表
記
が
、
前
述
の
山
背
国
久
世
郡
弘
福
寺
領
の
「
川
原
寺
田
」
の
表
現
例
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し

て
お
き
た
い
。
「
寺
畠
」
が
、
や
は
り
前
述
の
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
や
阿
波
国
名
方
郡
の
東
大
寺
領
の
表
現
様
式
の
よ
う
に
、
「
圃
」
と
は

異
っ
て
個
別
の
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
も
留
意
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
額
田
寺
の
起
源
や
寺
田
の
起
源
が
正
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
は
判
明
し
な
い
が
、
額
田
読
解
に
か
か
わ
る
氏
寺
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
起
源
が
七
世
紀
に
罷
る
可
能
性
は
高
い
。
と

す
れ
ば
、
小
字
地
名
的
名
称
を
付
さ
れ
た
も
の
と
、
単
に
「
寺
田
」
と
標
記
さ
れ
た
も
の
と
の
二
種
類
の
田
の
表
現
法
が
、
山
背
国
久
世
郡
弘

福
寺
領
の
よ
う
に
、
起
源
に
か
か
わ
る
類
翔
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
作
製
年
次
が
七
七
〇
年
代
ま
で
下
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
関
連
す
る
様
々
な
問
題
を
検
討
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
寺
門
」
の
ほ
か
に
記
さ
れ
た
多
様
な
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

地
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

①
　
金
田
章
裕
『
古
代
日
本
の
景
観
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
九
四
～
一
三

　
一
頁
。
写
真
も
同
書
に
掲
載
。

　
同
図
の
釈
文
は
、
石
上
湘
央
一
　
「
弘
福
寺
領
山
田
郡
田
図
の
史
料
学
的
分
析
」
、

高
松
市
教
育
委
員
会
『
讃
岐
国
弘
福
寺
領
の
調
査
』
一
九
九
二
年
、
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
東
代

②
　
石
上
、
前
掲
①
は
、
こ
の
部
分
を
「
今
墾
　
四
×
×
□
□
」
と
読
ん
で
い
る
が
、

　
こ
こ
で
は
「
今
墾
田
入
九
東
代
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
詳

　
細
な
状
況
は
石
上
論
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。

③
た
だ
し
、
こ
の
区
画
に
は
、
こ
の
東
側
に
茶
色
の
み
で
彩
色
し
た
部
分
が
あ
り

別
の
地
目
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
「
盤
」
に
つ
い
て
は
、
「
弘

福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
南
地
区
の
表
現
と
条
里
プ
ラ
ン
」
近
刊
予
定
、
参
照
。
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奈良時代の土地管理と小字地名的名称（金田）

④
　
金
田
、
前
掲
①
。

⑤
　
山
田
郡
牒
案
（
『
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
　
一
九
七
〇

　
年
、
一
＝
号
文
書
）

⑥
　
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
五
、
四
六
〇
～
閥
六
一
頁
。

　
　
金
画
、
前
掲
①
、
九
～
一
一
頁
。

①
　
金
田
、
前
掲
①
。

⑥
金
田
、
前
掲
①
、
二
五
六
～
二
五
七
頁
。

　
　
金
照
章
裕
「
八
・
九
世
紀
の
条
里
プ
ラ
ン
と
荘
園
図
」
、
近
刊
予
定
。

⑨
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
八
、
東
大
寺
文
書
（
東
南
院
文
書
）
二
、
二
七

　
〇
と
二
七
一
頁
の
間
。

⑩
金
函
章
裕
「
阿
波
国
東
大
寺
領
荘
園
図
の
成
立
と
そ
の
機
能
」
、
虎
尾
俊
哉
編

　
『
律
令
国
家
の
地
方
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
。

⑪
　
　
「
東
大
寺
開
照
図
の
調
査
（
続
々
）
」
、
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
　
一
六
、

　
一
九
入
一
年
、
九
三
～
九
六
頁
。

＠
　
丸
山
幸
彦
「
古
代
の
大
河
川
下
流
域
に
お
け
る
開
発
と
交
易
の
進
農
」
、
『
徳
島

　
大
学
総
合
科
学
部
紀
要
』
二
〈
人
文
・
芸
術
研
究
篇
〉
、
一
九
八
九
年
。

⑱
金
田
、
前
掲
⑩
。

⑭
　
　
『
平
安
遣
文
臨
一
～
七
五
。

⑮
詳
細
な
検
討
は
、
金
田
、
前
掲
⑩
、
に
よ
る
。
第
2
表
の
よ
う
な
九
世
紀
中
ご

　
ろ
の
坪
付
の
「
圭
圃
」
と
い
う
表
現
も
、
縁
辺
の
一
町
未
満
の
面
積
の
土
地
で
あ

　
る
点
で
は
岡
様
で
あ
る
。

⑯
「
楊
圃
」
に
は
、
面
積
が
不
明
で
あ
る
が
、
「
野
」
の
注
記
が
あ
り
、
葦
依
圃

　
に
は
「
二
段
神
社
八
段
空
地
」
の
注
記
が
あ
る
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
不
明
部

　
分
が
残
る
。

⑰
阿
波
国
新
島
荘
坪
付
、
『
平
安
遺
文
』
九
九
。
表
題
に
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）

　
と
あ
る
。

⑱
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
前
掲
⑪
。

⑲
金
田
、
前
掲
⑩
。

⑳
　
　
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
一
八
、
東
大
寺
文
書
二
、
三
四
八
頁
と
三
四
九
頁

　
の
問
。

⑳
　
金
田
章
裕
『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八
五
年
、
四

　
九
～
五
一
頁
。

⑫
　
摂
津
園
日
水
成
瀬
庄
司
．
醸
肺
井
安
出
口
解
、
『
平
｛
女
遺
文
』
四
六
二
二
号
。

　
　
詳
細
は
、
服
部
昌
之
『
律
令
姻
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八

　
瓢
一
年
、
　
一
六
二
～
一
七
二
百
ハ
。

⑱
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
田
郡
田
図
の
作
製
者
が
奪
三
綱
で
あ
り
、
水
無
瀬
荘

　
図
が
国
郡
司
で
あ
る
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
水
無
霜
葉
図
を
も
と
に
、
畠

　
の
部
分
を
詳
細
に
描
け
ば
、
ま
さ
し
く
山
田
郡
田
図
の
内
容
に
近
付
く
。
当
時
の

　
図
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
八
・
九
世
紀
の
条
里
プ
ラ
ン
と
荘
園
図
」
（
近

　
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
　
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
二
、
三
三
五
～
　
二
三
七
頁
。

⑮
　
た
だ
し
、
ニ
ヵ
所
の
「
川
原
田
」
を
「
川
原
寺
田
」
と
み
な
し
て
い
る
。
虎
尾

　
俊
哉
『
班
田
平
門
法
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
、
四
六
七
～
四
八
八

　
頁
。

⑯
　
　
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
七
、
一
頁
。

⑳
　
虎
尾
、
前
掲
⑳
。

⑱
　
　
『
前
日
本
紀
』
天
平
元
年
十
一
月
七
日
条
、
『
延
喜
式
』
罵
部
上
、
に
い
ず
れ

　
も
両
国
併
記
で
、
　
『
類
聚
国
史
』
田
地
上
、
天
長
七
年
四
月
五
箇
条
、
に
は
阿
波

　
国
の
規
定
が
み
ら
れ
る
。

⑳
　
詳
細
は
、
金
田
、
前
掲
⑩
。
さ
ら
に
、
圃
が
土
地
利
用
上
の
畠
を
示
す
こ
と
に

　
な
る
か
ら
、
久
世
郡
弘
福
寺
領
の
現
地
比
定
に
関
す
る
地
形
上
の
検
討
資
料
と
な

　
ろ
う
。
恐
ら
く
は
北
と
南
西
に
自
然
堤
防
が
広
が
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

⑳
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
八
、
東
大
寺
文
書
之
四
、
図
録
『
東
大
寺
開
国

　
図
』
。
以
下
同
様
。
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⑳
　
天
平
宝
字
八
年
越
前
国
公
験
（
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
五
、
四
七
六
～
四

　
七
七
買
）
が
示
す
高
串
村
の
場
合
に
、
例
え
ば
「
廿
足
原
八
段
未
開
」
と
い
っ
た

　
例
が
あ
る
が
、
小
稿
で
い
う
小
字
地
名
的
名
称
で
は
な
い
。

⑫
　
A
皿
田
、
汕
嗣
掲
⑳
、
　
｝
血
九
・
山
ハ
○
百
ハ
。

　
　
天
平
二
〇
年
小
治
田
藤
麻
呂
解
案
（
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
八
、
東
大

　
寺
文
書
二
、
八
五
～
八
八
頁
）
、
天
平
勝
宝
三
年
伊
賀
国
阿
葬
郡
司
解
（
同
職
、

　
八
八
～
八
九
頁
）
、
天
平
神
護
二
年
伊
賀
国
司
解
案
（
岡
、
九
三
～
一
〇
一
頁
）
。

⑳
　
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
二
五
、
一
一
一
賜
～
二
二
八
頁
。

⑭
　
　
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
八
、
東
大
寺
文
書
二
、
一
七
六
～
一
八
五
頁
。

⑳
　
　
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
十
八
、
東
大
寺
文
書
二
、
一
八
七
～
二
四
四
頁
。

⑳
　
　
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
三
、
二
七
。

⑳
　
狩
野
久
「
額
眠
部
連
と
飽
波
評
」
、
岸
俊
男
教
授
退
宮
記
念
会
編
『
日
本
古
代

　
致
治
社
会
史
硫
究
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
八
四
年
、
周
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都

　
域
』
東
京
大
学
課
版
会
、
一
九
九
〇
年
。

⑯
　
石
上
英
一
門
日
本
古
代
に
お
け
る
所
有
の
問
題
」
、
岸
俊
男
編
『
日
本
の
古
代
』

　
一
五
、
一
九
八
八
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

⑳
　
神
護
景
雲
元
年
一
二
月
一
日
太
政
官
符
、
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
五
。

⑳
　
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
六
、
五
九
七
頁
。

⑳
　
金
田
、
前
掲
⑳
、
四
六
～
四
八
頁
。

＠
　
虎
昆
、
前
掲
⑮
、
三
一
二
頁
。

⑭
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
寺
の
脱
落
の
可
能
性
も
あ
る
。
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
に
つ

　
い
て
は
、
数
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
現
在
、
国
立
歴
史
罠
俗
博
物
館
に
お
け

　
る
共
同
研
究
も
発
足
し
て
い
る
。
同
一
そ
の
も
の
に
関
す
る
研
究
は
改
め
て
発
蓑

　
し
た
い
と
思
う
が
、
当
面
、
研
究
史
・
現
状
等
に
つ
い
て
は
、
山
口
英
男
「
『
額

　
田
寺
伽
藍
並
条
里
騒
』
の
復
原
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
条
黒
欄
研
究
』
九
、
一
九
九
蹉

　
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
同
図
記
載
内
容
に
関
す
る
釈
文
も
、
主
と
し
て
山

　
口
に
よ
る
。

⑭
　
狩
野
、
前
掲
⑳
。

⑱
　
伊
藤
寿
和
r
「
大
和
国
に
お
け
る
奈
良
時
代
の
農
業
的
土
地
利
用
の
諸
相
」
、
『
日

　
本
女
子
大
学
紀
要
、
文
学
部
』
四
一
、
…
九
九
二
年
、
が
あ
る
。
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蕊
　
八
世
紀
の
土
地
管
理
と
地
種

　
ω
　
八
世
紀
の
地
種
と
租
・
地
子

　
小
字
地
名
的
名
称
の
包
括
的
検
討
を
始
め
る
前
に
、
八
世
紀
の
土
地
管
理
に
つ
い
て
ふ
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
体
系
的
な
整
理
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
小
稿
の
必
要
性
の
範
囲
内
で
の
確
認
に
と
ど
め
る
。

　
田
令
で
規
定
な
い
し
直
接
言
及
し
て
い
る
の
は
、
　
口
分
田
・
位
田
・
職
分
田
・
功
田
・
公
田
・
賜
田
・
園
地
・
宅
地
・
神
田
・
寺
田
・
駅

田
・
官
田
な
ど
で
あ
り
、
小
稿
で
の
検
討
対
象
に
関
わ
る
の
は
、
口
分
照
・
公
田
（
乗
田
）
・
園
地
・
宅
地
・
神
田
・
寺
田
で
あ
ろ
う
。
口
分
田

は
当
然
田
租
の
対
象
で
あ
り
、
乗
田
は
賃
租
に
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
不
輸
租
で
あ
る
が
濁
に
対
し
て
地
子
を
負
担
す
る
。
両
者
共
に
校
班
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颪
の
主
た
る
対
象
で
あ
る
α

　
神
田
・
寺
照
に
つ
い
て
は
、
六
年
一
班
条
に
「
神
田
寺
田
、
不
レ
在
二
此
限
こ
と
、
六
年
一
班
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
咀
証
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
　
つ
ま
り
、
一
班
の
の
ち
改
給
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
耕
地
で
、
『
集
解
』
説
に
よ
れ
ば
余
っ
て
も
収
出
す
る
こ
と
な
く
、
欠
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

加
え
る
と
し
て
お
り
、
神
社
の
永
代
地
で
不
輸
租
田
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
寺
田
も
ま
た
神
田
に
き
わ
め
て
近
く
、
収
授
の
対
象
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ず
さ
れ
た
耕
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
神
田
と
違
っ
て
売
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
欠
け
た
場
舎
は
補
わ
れ
な
い
と
い
う
法
解
釈
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
性
格
は
、
平
安
建
都
に
伴
っ
て
京
城
に
入
っ
た
田
の
代
替
に
つ
い
て
、
「
又
神
田
以
二
便
郡
一
充
、
但
、
寺
田
准
一
旧
例
植
芝
レ
充
工
其

④
代
二
と
し
て
い
る
点
か
ら
も
窺
え
る
。
従
来
の
理
解
で
は
、
神
田
・
寺
田
の
い
ず
れ
も
が
、
収
授
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
永
代
所
有
地
で

不
輸
租
田
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
神
田
は
、
前
掲
の
標
記
例
の
よ
う
に
天
平
宝
字
三
年
の
越
中
国
砺
波
岩
石
野
村

官
施
入
田
地
図
に
は
記
入
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
賜
田
記
録
に
も
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
寺
田
も
そ
れ
に
準
じ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
港
て
園
地
は
、
田
令
に
「
几
給
二
園
地
ハ
随
二
地
蜂
少
一
下
給
、
若
絶
レ
戸
還
レ
公
」
と
さ
れ
て
お
り
、
相
続
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
「
几
売
熱
貝

宅
地
ハ
皆
経
二
所
部
官
司
一
歪
曲
、
然
後
聴
レ
之
」
と
あ
る
宅
地
と
共
に
売
買
・
贈
与
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
「
霊
牌
二
賃
租
及
売
こ
と
規
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
い
る
。
園
地
は
桑
漆
を
植
え
る
べ
き
土
地
で
あ
っ
た
が
、
農
民
の
自
家
消
費
の
菜
園
で
も
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
、
麻
の
栽
培
地
で
も
あ
っ

　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
と
み
ら
れ
る
。
土
地
利
用
上
は
畠
と
大
差
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
質
的
に
は
、
「
園
地
に
対
す
る
所
有
は
国
家
権
力
の
将
外
に
置

か
れ
て
」
い
た
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
日
本
律
で
は
「
凡
在
レ
官
侵
コ
奪
私
園
圃
一
者
」
と
、
唐
律
の
「
私
田
」
す
な
わ
ち
永
業
田
に
対
応
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
私
園
圃
」
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
虚
偽
で
は
「
山
川
藪
沢
利
、
公
私
共
レ
之
」
と
規
定
し
て
お
り
、
山
川
藪
沢
は
本
来
私
的
所
有
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
に
は
「
王
公
諸
臣
」
が
「
山
沢
」
を
、
和
銅
四
年
（
七
＝
）
に
は
「
親
王
已
下
豪
強
藁
家
偏
が
「
山
野
」
を
、

同
六
年
（
七
一
三
）
に
「
諸
寺
」
が
「
田
野
」
を
広
く
古
有
す
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
禁
ず
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
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⑨る
。
現
実
に
は
山
野
の
占
有
が
進
ん
で
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
「
林
」
と
い
う
概
念
が
「
山
川
藪
沢
」
と
は
別
に
存
在
し
て
お
り
、
「
宅
や
墓
地
の
周
辺
に
樹
木
を
栽
え
た
土
地
で
」
、
園
地
と
も
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
の
格
に
「
累
々
祖
墓
及
百
姓
宅
辺
、
栽
レ
樹
為
レ
林
、
井
周
二
三
十
許
歩
、
不
レ
在
日
一
薬
玉
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
あ
る
よ
う
に
樹
を
栽
え
、
功
を
加
え
、
栗
を
煮
え
る
、
と
い
っ
た
人
工
の
加
わ
っ
た
樹
林
地
で
あ
り
、
「
周
二
三
十
歩
」
な
い
し
「
五
町
以

下
」
の
私
有
が
許
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
令
の
規
定
に
は
な
い
地
種
が
加
え
ら
れ
た
の
が
「
墾
田
」
で
あ
り
、
養
老
七
年
（
七
二
三
）
の
三
世
一
身
法
と
、
天
平
一
五
年

（
七
四
三
）
の
墾
田
永
年
私
財
法
に
よ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
先
に
条
里
プ
ラ
ン
と
の
関
連
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
墾
田

は
、
一
位
の
五
〇
〇
町
か
ら
初
位
以
下
庶
人
の
一
〇
町
ま
で
、
身
分
・
役
職
に
応
じ
て
制
限
面
積
が
あ
っ
た
が
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
に

東
大
寺
が
四
〇
〇
〇
町
の
書
枠
を
確
保
す
如
な
ど
・
大
意
別
に
大
規
模
な
墾
田
を
獲
得
し
得
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
こ
れ
ら
と
は
鋼
に
「
陸
田
」
と
い
う
地
目
が
存
在
し
た
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
陸
田
の
制
度
的
初
見
は
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）

で
あ
り
、
重
夫
一
人
に
「
麦
禾
二
段
」
を
兼
ね
植
え
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
養
老
三
年
（
七
一
九
）
に
は
、
「
給
二
天
下
民
戸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

陸
田
一
町
以
上
廿
町
以
下
ハ
輸
二
地
子
一
段
粟
三
升
也
」
と
し
、
い
ず
れ
も
、
麦
・
禾
・
粟
な
ど
の
畑
作
物
の
栽
培
地
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
れ
は
義
倉
の
運
用
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
「
部
分
的
に
は
百
姓
の
保
有
す
る
園
地
が
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

み
出
し
た
部
分
は
国
家
か
ら
班
給
さ
れ
た
未
墾
地
で
あ
っ
た
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
規
定
で
は
不
輸
租
・
輸
地
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
な
り
、
「
畠
地
子
」
の
実
質
的
な
発
生
と
み
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
陸
田
が
欝
分
田
の
一
部
と
し
て
班
給
さ
れ
た
場
合
の
規
定
は
不
明
で
あ
る
。
天
平
元
年
（
七
二
九
）
に
、
「
阿
波
国
山
背
国
陸
田
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

不
レ
問
二
高
下
一
三
悉
還
レ
公
、
即
給
二
当
土
百
姓
こ
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
に
「
阿
波
毒
水
田
一
十
町
二
段
、
混
↓
雑
陸
田
ハ
班
点
民
口
分
田
こ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

さ
ら
に
『
延
喜
式
』
に
も
「
山
城
阿
波
両
国
班
田
者
、
陸
田
水
田
相
交
情
レ
之
」
、
と
あ
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
阿
波
・
山
背
両
国
で
は
「
陸

佃
」
の
班
給
が
一
般
蘭
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
控
田
に
轍
、
や
は
り
租
が
設
定
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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す
で
に
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
制
度
の
上
で
は
、
「
畠
」
と
い
う
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
も
改
め
て
留
意
し
て
お
き
た
い
。
以

上
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
い
ま
一
度
、
前
述
の
事
例
の
各
種
の
土
地
を
見
直
し
て
み
た
い
。

　
②
　
地
種
と
小
掌
地
名
的
名
称

　
先
に
検
討
し
た
事
例
で
は
、
田
は
基
本
的
に
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
た
形
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
山
田
郡
田
図
の
場
合
に
は
、

「
畠
成
田
・
近
影
墾
田
・
今
墾
田
」
な
ど
が
、
「
畠
数
」
に
算
入
さ
れ
た
り
、
特
定
年
次
の
租
が
免
除
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、

前
述
の
よ
う
に
県
単
的
固
有
名
詞
二
宮
現
で
は
な
い
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
山
田
郡
田
図
に
お
け
る
「
今
墾
」
、
石
蟹
村
官
施
入
田
地
図
の

例
の
よ
う
な
「
神
田
」
、
多
く
の
東
大
寺
領
に
み
ら
れ
る
口
分
田
・
乗
田
・
墾
田
・
寺
田
な
ど
の
場
合
も
、
坊
の
区
画
ご
と
に
ま
ず
小
字
地
名

的
名
称
が
付
さ
れ
た
田
と
し
て
全
体
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
内
訳
と
し
て
こ
れ
ら
の
地
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
久
世
郡
弘
福
寺
領
と
額
田
寺
図
に
記
さ
れ
た
田
に
は
、
や
や
異
な
っ
た
様
式
の
も
の
が
あ
る
。
前
者
に
み
ら
れ
る
「
川
原
寺

田
」
と
、
後
者
に
み
ら
れ
る
「
寺
田
」
で
あ
る
。
「
川
原
寺
田
」
は
「
川
原
寺
」
の
部
分
を
固
有
名
詞
的
表
現
と
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
小
字
地

名
的
名
称
で
あ
り
、
土
地
表
示
機
能
か
ら
す
れ
ば
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
他
の
小
字
地
名
的
名
称
の
部

分
と
は
異
な
っ
た
由
来
を
有
し
、
極
め
て
古
く
か
ら
の
寺
田
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
額
田
寺
図
の
「
寺
田
」
の
方
は
、
別
に
坊
の

区
画
の
田
全
体
に
つ
い
て
の
小
字
地
名
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
東
大
寺
領
に
頻
出
す
る
内
訳
を
記
し
た
形
と
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
3

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
寺
田
＋
面
積
」
の
み
の
記
入
の
区
画
に
は
、
基
本
的
に
小
字
地
名
的
名
称
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
「
寺

田
＋
面
積
」
の
一
〇
例
は
、
久
世
郡
弘
福
寺
領
の
「
川
原
寺
田
」
と
同
様
の
表
現
法
で
あ
り
、
額
田
寺
田
と
す
べ
き
と
こ
ろ
の
省
略
と
み
ら
れ

る
可
能
性
と
、
東
大
寺
領
の
表
記
例
に
多
い
内
訳
部
分
の
様
式
の
み
を
記
し
、
全
体
部
分
を
省
略
し
た
形
で
あ
る
可
能
性
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

と
み
な
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
、
一
方
で
小
字
地
名
的
名
称
を
記
し
た
記
入
例
が
あ
る
事
実
と
の
関
連
の
説
明
が
難
か
し
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

前
者
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
の
推
定
の
場
合
、
額
田
寺
図
が
他
の
八
世
紀
の
荘
園
図
と
同
様
に
、
相
当
厳
密
な
基
準
で
作

製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う
。
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，
以
上
の
よ
う
に
、
久
世
郡
弘
福
寺
領
の
「
川
原
寺
田
」
を
、
そ
れ
以
外
の
小
字
地
名
的
名
称
の
部
分
と
異
な
っ
た
由
来
の
寺
田
で
あ
る
と
し
、

ま
た
額
田
寺
図
の
「
寺
田
」
も
そ
れ
に
準
ず
る
可
能
性
を
推
定
す
る
と
す
れ
ぼ
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
と
な
る
。
久
世
郡
弘
福
寺

領
も
、
山
田
郡
田
図
が
示
す
弘
福
寺
領
も
い
ず
れ
も
す
で
に
、
三
世
一
身
法
以
前
の
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
に
成
立
し
て
い
た
。
し
か
し
、
久
世

郡
弘
福
寺
領
の
方
は
、
さ
ら
に
古
く
か
ら
の
寺
田
と
相
対
的
に
新
し
い
時
期
に
成
立
し
た
寺
田
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
「
川
原
寺

溺
」
と
表
記
さ
れ
、
後
者
は
小
字
地
名
的
名
称
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
た
。
一
方
の
山
田
郡
弘
福
寺
領
の
寺
田
は
す
べ
て
小
字
地
名
的
名
称

に
よ
っ
て
標
記
さ
れ
て
お
り
、
本
来
輸
租
田
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
山
田
郡
弘
福
寺
領
と
久
世
郡
弘
福
寺
領
の
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
た
田

の
部
分
は
、
同
一
の
性
格
の
土
地
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
す
れ
ば
両
者
共
に
本
来
輸
租
田
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
「
川
原
寺
田
」
の
方
は
、
そ
れ
よ
り
古
い
起
源
を
有
し
、
断
章
六
年
一
班
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ほ
ぼ
私
有
の
状

況
が
確
立
し
て
い
た
寺
田
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
通
例
の
寺
田
の
理
解
か
ら
す
れ
ば
不
輸
租
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
に
な
る
。

　
額
田
寺
図
の
「
寺
田
」
は
、
同
素
の
作
製
が
前
述
の
よ
う
に
八
世
紀
後
半
に
下
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
若
干
の
問
題
が
残
る
が
、
こ
の
「
川
原

寺
田
」
に
準
じ
た
性
格
の
土
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
同
図
中
の
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
た
田
が
本
来
輸
租
田
で
あ
り
、

「
寺
田
」
が
額
田
寺
の
古
く
か
ら
の
寺
田
で
、
不
輸
租
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
同
図
に
は
「
公
田
」
と
い
う

表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
文
字
通
り
公
田
で
あ
っ
て
寺
領
以
外
で
あ
る
か
ら
、
小
字
地
名
的
名
称
も
記
入
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
た
田
が
本
来
輸
租
田
・
輸
地
子
田
で
あ
り
、
同
時
に
校
班
田
の
対
象
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
一
方
で
不
輸
租
の
寺
田
と
し
て
早
く
か
ら
確
立
し
て
い
た
田
は
、
単
に
「
一
寺
田
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
小
字
地
名
的
名
称
は
、
行
政
的
な
土
地
管
理
上
の
重
要
な
実
質
的
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
小
字
地
名
的
名
称
の
中
に
は
、
越
前
国
高
鶏
村
の
「
葦
原
田
」
、
越
中
国
一
篇
村
の
「
野
田
」
、
同
国
山
村
お
よ
び
伊
加
留
岐
村
の
「
山
田
」
、

同
鹿
田
村
の
「
小
家
田
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
田
の
す
べ
て
、
な
い
し
隣
接
す
る
二
つ
の
荘
園
の
寺
田
の
す
べ
て
に
つ
い
て
同
一
で
あ
る
場
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合
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
小
字
地
名
的
名
称
は
、
土
地
表
示
の
手
段
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
役
割
を
果
た
し
得
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
土
地

管
理
シ
ス
テ
ム
の
上
で
の
特
定
の
土
地
を
示
す
と
い
う
意
味
を
有
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
極
め
て
合
理
的
に
理
解
し
得
る
状
況
で
あ
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
小
字
地
名
的
名
称
は
、
輸
租
（
地
子
）
地
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
品
題
の
対
象
で
あ
る
。

　
以
上
の
推
定
は
、
他
の
地
種
と
の
差
異
を
考
慮
す
る
と
一
層
明
確
に
支
持
さ
れ
る
。
ま
ず
、
山
田
郡
田
図
に
記
入
さ
れ
た
「
皇
」
が
不
輸
租

地
で
あ
り
、
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
が
誤
っ
て
収
公
さ
れ
、
班
給
さ
れ
た
場
合
に
は
、

新
た
に
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
を
寺
田
に
再
編
入
し
た
際
に
か
か
わ
る
天
平
宝
字
七
年
の
校
出
田
注
文
に
は
小
字

地
名
的
名
称
を
伴
っ
た
田
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
輸
租
で
本
来
校
田
対
象
外
の
畠
に
は
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
て
お
ら

ず
、
土
地
利
用
上
は
畠
で
あ
っ
て
も
、
収
公
さ
れ
、
班
給
対
象
と
な
っ
た
際
に
は
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
「
畠
」
が
令
の
規
定
の
中
に
は
存
在
し
な
い
用
語
で
あ
り
、
制
度
的
に
は
園
地
と
し
て
扱
わ
れ
た
部
分
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
確
認

し
た
。
し
か
し
山
田
郡
弘
福
寺
領
の
場
合
、
こ
こ
に
桑
漆
を
栽
培
し
て
調
以
下
の
負
担
に
応
じ
た
り
、
自
家
菜
園
を
必
要
と
す
る
班
田
農
民
は

存
在
し
な
い
。
恐
ら
く
賃
租
に
応
じ
、
「
直
米
」
を
負
担
し
た
周
辺
の
「
人
夫
」
と
記
さ
れ
た
農
民
は
、
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
園
地
・
宅
地
を
有

し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
弘
福
寺
領
の
畠
は
、
寺
が
開
墾
し
、
園
地
に
準
じ
た
扱
い
で
不
輸
租
の
耕
地
と
し
て
経
営
し
た
部
分
で
あ
っ
た
と
み
て

　
㊧
よ
い
。
山
田
郡
田
図
に
描
か
れ
た
「
今
畠
墾
田
・
畠
成
田
・
今
墾
田
」
な
ど
の
耕
地
は
、
由
来
は
異
な
る
に
し
ろ
「
置
数
」
に
箕
入
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
制
度
上
は
畠
と
同
様
に
み
な
さ
れ
て
い
る
。
固
有
名
的
な
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
こ
で
は
確
認
を
要
す
る
点
で
あ
る
。

　
類
似
の
状
況
は
、
阿
波
国
・
摂
津
国
の
東
大
寺
領
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
の
よ
う
に
阿
波
国
大
豆
処
図
お
よ
び
摂
津

尊
師
無
瀬
皇
図
の
「
畠
」
は
、
本
来
い
ず
れ
も
不
輸
租
の
耕
地
を
示
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
制
度
上
の
園
地
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
阿
波
国
の
国
司
図
案
や
同
じ
場
所
の
東
大
寺
地
の
史
料
で
は
、
輸
租
地
で
あ
る
部
分
で
、
土
地
利
用
上
は
畠
で
あ
る
部
分
を
、
小
字
地

名
的
名
称
を
伴
っ
た
「
圃
」
と
し
て
表
現
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
も
ま
た
、
不
輸
租
の
園
地
に
準
じ
た
「
畠
」
に
は
小
字
地
名
的
名
称
が
な
く
、
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輸
租
地
の
部
分
に
は
、
土
地
利
用
上
は
畠
で
あ
っ
て
も
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
小
字
地
名
的
名
称
は
や
は
り
、
輸
租

地
・
輸
地
子
地
な
い
し
校
田
対
象
地
を
示
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

　
畠
は
額
田
寺
図
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
3
表
に
示
し
た
よ
う
に
一
例
の
み
が
「
畠
」
、
他
の
す
べ
て
が
「
寺
扇
」
と
記
入
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
前
述
の
類
例
と
同
様
の
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　
額
田
寺
図
に
は
、
同
表
に
示
し
た
よ
う
に
林
・
原
・
岡
の
記
入
が
多
い
。
林
に
は
「
（
額
）
寺
栗
林
」
と
「
寺
林
」
・
「
橡
林
」
が
あ
り
、
原
は

「（

z
田
）
寺
楊
原
」
、
岡
は
、
一
例
の
「
岡
」
を
除
い
て
す
べ
て
「
寺
岡
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
林
は
前
述
の
よ
う
に
人
工
の
加
わ
っ
た
樹

林
地
で
あ
り
、
私
有
が
許
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
額
田
寺
の
私
有
林
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
山
や
岡
に
つ
い
て
は
、
本
来
私
有
の
対
象
で
は
な

か
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
八
世
紀
初
め
に
は
す
で
に
そ
の
占
有
の
状
況
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
額
田
寺
図
の
主
要
な
作
製
目

的
の
一
つ
が
、
「
寺
岡
」
の
表
現
に
あ
っ
た
こ
と
は
恐
ら
く
間
違
い
な
い
。
そ
の
範
囲
を
示
す
線
が
描
か
れ
、
「
石
柱
（
寺
）
立
」
と
注
記
さ
れ
た

一
種
の
膀
筆
石
が
同
図
残
存
部
の
三
ヵ
所
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
儀
的
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
第
3
表
に
示
し
た
「
寺
岡
」
の
記

入
は
、
こ
の
よ
う
な
「
寺
岡
」
縁
辺
部
に
お
け
る
他
の
地
種
と
の
接
合
部
分
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
央
部
に
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

　
創
建
が
古
い
寺
院
の
こ
の
よ
う
な
山
野
占
有
の
状
況
は
、
ほ
か
に
も
若
干
の
具
体
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
天
平
一
九
年
目
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

四
七
）
の
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
に
よ
れ
ば
、
法
隆
寺
は
「
薗
地
」
四
ヵ
所
、
計
三
一
町
二
段
と
、
「
山
林
藤
島
」
等
二
六
ヵ
所
を

有
し
て
い
た
。
後
老
は
例
え
ば
「
平
群
郡
屋
部
郷
一
地
　
東
竪
二
方
踏
板
嶺
北
限
渋
谷
、
至
於
保
伊
知
木
石
庭
、
西
洋
西
庭
、
至
大
谷
須
疑

墓
、
南
限
寺
領
」
、
「
添
下
郡
菅
原
郷
深
川
菓
林
一
地
、
東
電
道
、
南
限
百
姓
家
絵
鑑
池
、
西
北
限
百
姓
田
」
、
と
い
っ
た
よ
う
に
四
至
で
表
現

す
る
か
、
地
名
の
み
を
記
す
形
で
表
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
例
示
し
た
平
群
郡
の
部
分
は
、
四
至
の
南
が
寺
領
に
接
し
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
に
、
寺
辺
の
園
地
等
と
近
接
し
た
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
全
体
と
し
て
額
田
寺
図
が
描
く
よ
う
な
伽
藍
付
近
の
多
様
な
寺
領
の
一
部
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み
に
、
法
隆
寺
も
ま
た
、
額
田
寺
や
弘
福
寺
と
共
に
起
源
が
七
世
紀
に
湖
る
寺
院
で
あ
る
。

　
原
に
つ
い
て
も
、
林
や
岡
と
類
似
の
状
況
を
想
定
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
額
田
寺
詣
の
場
合
、
原
は
す
べ
て
「
楊
原
」
と
表
現
さ
れ
て
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い
る
。
こ
れ
ら
が
す
べ
て
伽
藍
東
南
一
帯
の
川
沿
い
の
低
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
に
椙
当
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
、
楊
が
単
に
植
生
を

示
す
の
か
、
栗
林
の
よ
う
に
有
用
樹
と
し
て
の
土
地
利
用
を
示
す
、
す
な
わ
ち
林
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
速
断
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
雑

令
の
規
定
に
あ
る
「
山
川
藪
沢
」
に
含
ま
れ
る
部
分
な
い
し
、
林
の
一
種
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
。
天
平
神
護
二
年
の
越
前
国
難
串
村
東

大
寺
大
修
多
羅
選
分
田
地
図
な
ど
の
場
合
に
「
葦
原
」
と
い
う
標
記
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
者
に
含
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
　
こ
れ
ら
の
岡
・
林
・
原
も
ま
た
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
て
い
な
い
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
　
つ
ま
り
、
畠
田
対
象
の
輸

租
・
輸
地
子
の
土
地
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

①
　
弥
永
貞
三
「
律
令
制
的
土
地
所
有
」
、
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
瞼
古
代
3
、
岩
波

　
瀧
聞
店
、
　
一
九
⊥
ハ
ニ
年
。

　
　
宮
本
救
「
律
令
制
的
土
地
制
度
」
、
竹
内
理
三
編
『
土
地
翻
度
史
1
』
山
川
出

　
版
社
、
一
九
六
三
年
。

②
　
弥
永
、
前
掲
①
。

③
　
弥
永
、
前
掲
①
、
『
令
集
解
』
六
年
一
班
条
。

④
　
『
類
聚
国
史
』
巻
一
五
九
、
口
分
田
、
延
暦
＝
一
年
七
月
辛
目
条
。

⑤
　
弥
永
、
前
掲
①
。

⑥
宮
本
、
前
掲
①
。

⑦
弥
永
、
前
掲
①
は
、
「
園
地
（
畠
）
」
と
表
現
し
、
ほ
ぼ
同
義
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

⑧
　
弥
永
、
前
掲
①
。

⑨
『
鄭
重
本
紀
』
慶
雲
三
年
三
月
一
四
日
条
、
和
銅
四
年
＝
～
月
六
日
条
、
同
六

　
年
一
〇
月
八
日
条
。

＠＠＠＠＠
弥
永
、
前
掲
①
。

『
続
日
本
紀
臨
慶
雲
三
年
三
月
一
四
日
条
。

『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
六
、
延
暦
一
七
年
＝
一
月
八
日
官
符
。

『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
六
、
大
同
元
年
八
月
二
五
日
官
符
。

『
続
日
本
野
拙
天
平
勝
宝
元
年
七
月
一
三
日
条
。

⑮
　
　
『
夏
日
本
紀
騙
霊
亀
元
年
十
月
七
日
条
。

⑯
『
続
日
本
紀
』
養
老
三
年
九
月
二
二
日
条
。

⑰
亀
田
隆
之
「
陸
田
捌
の
一
考
察
」
、
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
五
一
、
一
九
七
二
年
。

⑱
　
弥
永
貞
三
『
日
本
古
代
社
会
経
済
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
○
年
、
一
四

　
六
～
一
五
〇
頁
。

⑲
泉
谷
康
夫
「
奈
良
平
安
時
代
の
畠
制
度
」
、
『
史
林
』
四
五
～
五
、
一
九
六
二
年
。

⑳
『
続
日
本
紀
臨
天
平
元
年
二
月
七
日
。

⑳
　
『
類
聚
國
史
』
田
地
上
、
天
長
七
年
四
月
五
日
。

＠
　
『
延
喜
式
』
民
部
上
。

⑬
　
一
〇
条
四
黒
一
〇
坊
相
当
部
分
に
は
「
守
田
十
面
積
」
の
後
に
「
川
原
田
者
」

　
と
付
記
さ
れ
、
一
一
坊
相
当
部
分
に
は
「
川
原
田
寺
田
＋
面
積
」
の
順
に
記
載
さ

　
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
「
寺
小
荒
木
田
」
な
ど
、
寺
お
よ
び
小
字
地
名
的
名
称
の

　
両
者
を
伴
っ
た
場
合
と
同
一
の
類
型
に
含
む
と
す
れ
ば
、
単
に
「
寺
田
十
颪
積
」

　
の
表
現
例
は
、
一
〇
例
、
九
区
画
と
な
る
。

⑭
　
石
粟
村
図
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
神
田
が
標
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
各
区

　
画
に
付
さ
れ
た
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
う
田
の
内
訳
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
従
っ

　
て
、
韮
本
的
に
輸
租
地
で
あ
っ
た
か
、
不
輸
租
で
は
あ
っ
て
も
、
直
接
的
な
神
社

　
管
理
の
下
に
あ
っ
た
の
で
億
な
く
、
記
載
莉
積
の
租
の
分
を
神
社
に
納
め
る
状
況
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で
あ
ウ
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
σ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
低
限
堅
田
の
対

　
象
で
あ
る
こ
と
は
相
違
な
い
。

⑮
　
弥
永
、
前
掲
⑱
、
二
六
〇
～
二
六
五
頁
で
は
、
山
田
郡
弘
福
寺
領
の
畠
の
利
害

　
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
島
畑
の
理
解
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
に

　
つ
い
て
は
、
金
田
章
裕
『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八

　
五
年
、
三
三
六
～
三
三
八
頁
（
補
注
）
、
参
照
。

⑯
　
　
『
大
日
本
・
宵
文
霞
（
編
年
）
』
二
、
五
七
九
～
六
二
三
頁
。

⑳
　
　
「
屋
部
郷
」
は
恐
ら
く
夜
摩
郷
で
あ
り
、
田
辺
一
帯
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
宝
亀
一
一
年
（
七
八
○
）
の
西
大
寺
資
財
流
記
帳
（
『
寧
楽
遺
文
』
中
、
三
九
五
～

　
瞑
三
〇
頁
）
で
は
、
「
田
薗
山
野
図
漆
拾
参
巻
」
と
し
て
、
「
寺
院
　
巻
白
絶
二
副

長
五
尺
京
職
藤
造
」
を
含
む
地
図
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
こ
の
寺
院
図
は
傍
わ
ら

　
な
い
が
、
寺
辺
を
含
む
と
す
れ
ば
、
額
田
寺
図
に
類
似
し
た
構
成
の
地
図
と
な
ろ

　
レ
つ
。

⑱
　
晴
期
は
下
る
が
、
貞
観
ニ
ニ
年
（
八
七
一
）
の
太
政
官
符
（
『
類
聚
三
代
格
』

　
巻
＝
ハ
、
貞
観
一
三
年
圏
八
月
二
十
八
爲
）
に
定
め
ら
れ
た
「
葬
送
・
放
牧
地
」

　
は
、
平
安
京
西
南
隅
京
城
外
の
「
河
原
」
で
あ
り
、
桂
川
・
天
神
州
等
の
氾
濫
を

　
受
け
易
い
部
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
植
生
の
主
要
部
分
に
楊
が
含
ま
れ
て

　
い
た
可
能
…
性
が
高
い
。
（
金
田
章
裕
『
徴
地
形
と
中
世
村
落
』
士
日
廻
弘
文
館
、
　
一

　
九
九
三
年
置
四
三
～
六
二
頁
参
照
）
。
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四
　
土
地
管
理
シ
ス
テ
ム
と
小
字
地
名
的
名
称

　
ω
　
土
地
所
有
と
小
掌
地
名
的
名
称

　
以
上
の
検
討
に
際
し
て
、
麗
な
い
し
圃
の
語
に
個
別
的
・
固
有
名
的
な
名
称
が
付
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
を
小
字
地
名
的
名
称
と
し
て
取
り
扱
っ

て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
の
は
、
口
分
田
・
乗
田
・
寺
田
・
神
田
・
墾
田
な
ど
で
あ
り
、
土
地
利
用
の
面
か
ら
み
れ
ば
田
・
畠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

両
者
を
含
ん
で
い
た
。
一
方
、
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
て
い
な
い
の
は
、
畠
・
林
・
原
・
岡
な
ど
で
あ
り
、
山
田
郡
田
図
の
例
し
か
知
り
得

な
い
が
、
「
畠
成
田
・
今
畠
墾
田
・
今
墾
田
」
な
ど
の
場
合
も
こ
れ
ら
と
同
様
に
小
字
地
名
的
名
称
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
こ
れ
ら

の
表
現
を
記
し
た
山
田
郡
田
図
自
体
が
、
「
畠
」
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
小
字
地
名
的
名
称
を
付
さ
れ
た
土
地
は
、
基
本
的
に
輸
租
・
輸
地
子
な
い
し
、
少
な
く
と
も
校
田
の
対
象
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う

に
要
約
す
る
と
若
午
の
問
題
が
残
る
。
つ
ま
り
、
神
田
は
不
輸
租
と
さ
れ
、
寺
田
も
こ
れ
に
準
じ
た
状
況
で
あ
っ
た
と
す
る
一
般
的
理
解
と
矛

盾
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
田
郡
田
図
に
標
記
さ
れ
た
小
字
地
名
的
名
称
を
伴
っ
た
田
が
、
す
で
に
和
銅
二
年
（
七
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②

〇
九
）
に
は
成
立
し
て
い
た
寺
田
で
あ
り
な
が
ら
、
明
ら
か
に
基
本
的
に
輸
租
田
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
寺
田
の
内
容
も
一
率
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
最
も
興
味
深
い
の
が
久
世
郡
弘
福
寺
領
で
あ
り
、
や
は
り
和
銅
二
年
差
は
す
で
に
成
立
し
て
い

た
。
前
述
の
よ
う
に
同
寺
領
の
う
ち
「
川
原
寺
田
」
の
部
分
が
起
源
の
古
い
寺
田
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
名
称
を
小
字
地
名
的
名

称
を
伴
わ
な
い
表
現
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
部
分
は
不
輸
租
田
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
小
字
地

名
的
名
称
を
伴
っ
た
田
が
輸
租
田
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
山
田
郡
田
図
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
額
田
欝
欝
の
寺
田
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
に
準
じ
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
和
銅
二
年
の
段
階
で
す
で
に
、
寺
田
に
は
少
な
く
と
も
二
種
類
が
あ
り
、
一
方
は
不
輸
租
で
あ
り
、
他
方
は
後
に
お
け
る
墾
田

と
同
様
に
輸
租
田
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
前
者
の
方
が
起
源
が
古
い
と
す
れ
ば
、
不
輸
租
の
寺
田
の
設
定
は
、
和
銅
二
年
段
階
よ
り
古
い
時

期
に
は
一
般
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
以
後
の
場
合
に
は
限
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
寺
田
の
構
成
に
つ
い
て
、
小
稿
で
検
討
を
進
め
る
準
備
は
な
い
が
、
従
来
の
古
代
に
お
け
る
土
地
所
有
の
研
究
動
向
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

石
上
英
一
の
整
理
・
批
判
を
想
起
し
て
お
き
た
い
。
「
法
体
系
あ
る
い
は
土
地
政
策
体
系
と
し
て
の
班
田
公
署
制
を
分
析
し
て
も
、
土
地
所
有

の
二
次
的
形
態
と
し
て
の
班
田
収
奪
制
の
基
盤
に
一
次
的
形
態
と
し
て
の
『
首
長
制
の
生
産
関
係
』
の
土
地
所
有
が
存
在
す
る
こ
と
を
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
そ
の
一
次
的
形
態
の
内
実
を
直
接
に
究
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
石
上
の
提
唱
の

よ
う
に
、
法
体
系
あ
る
い
は
土
地
政
策
体
系
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
具
体
的
事
例
の
抱
括
的
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
再
言
の
要
が
な
い

が
、
小
字
地
名
的
名
称
が
そ
の
分
析
手
段
の
一
つ
に
な
り
得
る
可
能
性
の
指
摘
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
小
稿
の
事
例
分
析
か
ら
引
き

出
し
得
る
推
定
は
、
①
私
有
地
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
不
輸
輸
租
・
不
輸
地
子
で
あ
る
土
地
に
対
し
て
は
、
土
地
利
用
上
の
田
・
畠
・
林
な

ど
と
い
っ
た
種
別
と
関
係
な
く
、
単
に
所
有
主
体
や
土
地
利
用
・
植
生
が
明
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
②
未
開
の
野
や
原
・
岡
な
ど
に

つ
い
て
も
、
私
有
で
あ
る
と
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
て
い
な
い
。
③
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
て
い
る
土

地
は
、
土
地
利
用
上
は
餌
な
い
し
畠
で
、
行
政
的
に
は
田
・
圃
の
語
が
用
い
ら
れ
、
い
ず
れ
の
場
合
も
輸
租
・
輸
地
子
な
ど
国
家
の
直
接
的
土
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地
管
理
下
に
あ
り
、
律
令
の
下
で
は
要
田
の
対
象
と
な
ウ
た
土
地
で
あ
ウ
た
．
ま
た
、
④
小
字
地
名
的
名
称
と
は
、
八
世
紀
ご
ろ
に
お
い
て
阻

な
い
し
圃
に
付
さ
れ
た
、
個
別
的
・
固
有
名
的
な
名
称
で
あ
る
と
再
定
義
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
山
田
郡
弘
福
寺
領
を
構
成
し
て
い
る
の
は
③
の
田
と
①
の
「
畠
」
で
あ
り
、
大
豆
処
は
①
の
畠
と
②
に
準
じ
た
川
成
部
分
、
国
司
図
案
が
示

す
東
大
寺
地
は
③
の
圃
と
②
の
野
・
原
、
お
よ
び
川
成
な
ど
、
水
無
瀬
荘
図
は
①
の
畠
と
③
の
田
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
先
の
推
定
が
成
立
す

る
と
す
れ
ぼ
、
久
世
郡
弘
福
寺
領
に
は
①
の
田
と
③
の
田
が
含
ま
れ
、
額
田
寺
図
は
①
の
田
・
畠
・
林
、
②
の
原
・
岡
、
③
の
田
な
ど
極
め
て

多
様
な
内
容
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
前
述
の
伊
賀
・
近
江
・
越
前
・
越
中
の
東
大
寺
領
は
、
い
ず
れ
も
③
の
田
と
、

②
の
野
・
原
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
経
営
内
容
が
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
の
背
景
に
は
、
領
主
の
所
在
地
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
し
畿
内
か
ら
の
距
離
お
よ
び
交
通
条
件
・
開
発
状
況
・
自
然
環
境
な
ど
、
多
様
な
条
件
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寺
領
の
成

立
時
期
お
よ
び
土
地
管
理
シ
ス
テ
ム
の
変
遷
と
の
関
連
も
検
討
を
必
要
と
す
る
点
で
あ
ろ
う
。

　
働
　
小
字
地
名
的
名
称
の
機
能
と
そ
の
変
遷

　
再
び
条
里
プ
ラ
ン
完
成
以
前
の
状
況
に
戻
り
た
い
。
田
令
の
規
定
が
条
里
プ
ラ
ン
の
完
成
以
前
で
あ
り
、
校
班
田
の
シ
ス
テ
ム
の
完
成
も
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
り
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
証
言
の
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
条
里
プ
ラ
ン
完
成
以
前
に
お
い
て
も
、
面
積
一
町
の
方
格
を
規
準
と
す
る
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
そ
の
起
源
が
大
宝
令
に
ま
で
湖
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
定
し
得

る
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
て
お
き
た
い
。
従
っ
て
、
ま
ず
八
世
紀
前
半
ご
ろ
を
想
定
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
本
来
私
的
所
有
の
対
象
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
王
公
諸
臣
・
親
王
已
下
豪
強
之
家
・
諸
寺
」
が
占
有
し
た
山
野
や
、
園
地
・
宅
地

な
ど
は
、
律
令
国
家
の
直
接
的
な
管
理
の
下
に
は
な
く
、
国
家
の
土
地
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
所
在
の
記
録
・
表
示
を
行
な
う
必
要
性
が
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
番
田
・
班
田
の
対
象
と
な
り
租
・
地
子
を
輸
す
べ
き
耕
地
は
逐
一
記
録
し
、
管
理
す
べ
き
対

象
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
録
・
管
理
の
際
に
導
入
さ
れ
た
の
が
小
字
地
名
的
名
称
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
古
く
か
ら
の
寺
田
と
し
て
、

ま
た
不
輸
租
の
耕
地
と
し
て
確
立
し
て
い
た
部
分
は
、
単
に
「
i
l
寺
田
」
と
し
て
、
一
括
し
て
面
積
・
四
至
を
記
せ
ば
十
分
で
あ
り
、
小
字
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奈良時代の土地管理と小字地名的名称（金磁）

地
名
的
名
称
を
別
途
付
加
す
る
必
要
性
は
な
い
と
み
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
小
字
地
名
的
名
称
は
、
本
来
土
地
表
示
の
た
め
、
あ
る
い
は
土
地
の
記
録
・
管
理
の
必
要
上
設
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
そ
の
対
象
と
な
る
土
地
の
性
格
を
示
す
こ
と
に
も
な
っ
た
と
み
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
律
令
国
家
の
直
接
管
理
の

下
に
お
か
れ
允
輸
租
・
輸
地
子
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
園
宅
地
あ
る
い
は
、
そ
れ
と
同
様
に
私
有
地
と
し
て
の
性
格
の
強
い
古
く
か
ら
の
寺

田
な
ど
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
二
次
的
機
能
を
も
併
せ
有
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
八
世
紀
前
半
の
段
階
で
直
接
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
時
期
は
下
が
る
も
の
の
次
の
例
が
参
考
と
な
る
。
一
〇
世
紀
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ご
ろ
に
な
っ
て
特
異
な
条
坊
プ
ラ
ン
が
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
宰
府
に
お
い
て
、
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
に
観
世
音
寺
が
「
寺
家
四
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

内
、
本
自
無
レ
注
二
其
坪
田
ハ
随
則
年
来
無
レ
入
二
微
使
こ
と
主
張
し
、
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
に
も
、
「
尋
二
水
便
ハ
寺
役
雑
人
等
彫
作
、
既
及
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

数
十
年
一
也
、
而
兵
馬
所
雑
人
等
、
恣
互
二
条
里
一
可
レ
領
一
一
兵
馬
所
一
由
申
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
寺
領
に
は
本
来
「
条

里
（
坊
）
」
に
よ
る
表
示
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
条
坊
プ
ラ
ン
を
用
い
な
い
土
地
表
示
の
段
階
が
あ
っ
た
か
、

寺
領
の
み
が
そ
れ
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
か
の
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
場
合
の
条
坊
プ
ラ
ン
を
小
字
地
名
的
名
称

と
置
き
換
え
て
考
え
る
と
す
れ
ば
、
八
世
紀
前
半
ご
ろ
の
不
輸
租
の
寺
田
の
状
況
に
近
い
。
不
輸
租
の
「
畠
」
で
あ
っ
て
も
、
一
旦
収
公
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
に
小
字
地
名
的
名
称
が
付
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
山
田
郡
弘
福
寺
領
に
つ
い
て
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
八
世
紀
前
半
ご
ろ
に
お
い
て
は
従
っ
て
、
小
字
地
名
的
名
称
は
土
地
表
示
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
の
機
能
と
、
そ
の
必
要
の
あ
る
土
地
、

す
な
わ
ち
国
家
の
直
接
管
理
下
に
あ
る
土
地
を
示
す
と
い
う
機
能
の
母
岩
を
併
せ
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
条
里
呼
称
法
が
完

成
し
、
土
地
表
示
の
機
能
を
そ
れ
に
譲
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
小
字
地
名
的
名
称
は
依
然
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
た
。
そ
の
際
に
想
定
さ
れ
る

中
心
的
機
能
は
、
む
し
ろ
本
来
二
次
的
な
機
能
で
あ
っ
た
後
者
に
移
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
小
字
地
名
的
名
称
は
、
墾
田
を
含
む
輸
租
地
・
輸
地

子
地
な
ど
国
家
の
直
接
的
管
理
・
把
握
の
対
象
と
な
る
土
地
の
表
現
法
と
し
て
の
機
能
を
有
し
続
け
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
、
前
述
の
東
大
寺
踏
越
中
国
大
藪
（
荊
）
・
伊
今
流
伎
（
留
岐
）
の
よ
う
に
、
す
で
に
条
里
プ
ラ
ン
が
完
成
し
た
後
で
あ
り
な
が
ら
、
未
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開
の
段
階
で
は
一
切
標
記
さ
れ
な
か
っ
た
小
字
地
名
的
名
称
が
、
開
拓
と
共
に
新
た
に
設
定
さ
れ
た
場
合
や
、
そ
の
う
ち
の
伊
加
留
岐
を
は
じ

あ
同
国
石
粟
・
井
山
・
鹿
田
な
ど
が
、
寺
領
全
体
に
つ
い
て
諾
＝
の
小
字
地
名
的
名
称
し
か
有
し
て
い
な
い
場
合
も
存
在
す
る
と
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
土
地
表
示
の
機
能
は
果
た
し
得
な
い
し
、
そ
の
必
要
性
が
な
い
と
し
て
も
、
地
種
を
示
す
指
標
と
し
て
の
役
割
は
保
持
し
て
い
た
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
北
陸
の
東
大
寺
領
の
葛
藤
、
複
数
の
小
字
地
名
的
名
称
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
範
囲
が
極
め
て
広
域
に

及
ぶ
例
が
多
い
の
も
、
そ
の
設
定
の
時
期
が
相
対
的
に
新
し
く
、
条
里
プ
ラ
ン
の
完
成
以
後
で
あ
る
こ
と
と
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
さ
ら
に
、
異
な
っ
た
年
次
の
開
田
地
図
が
残
さ
れ
て
い
る
事
例
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
越
中
国
の
ニ
ヵ
所
を
除
け
ば
越
前
倉
皇
置

村
、
越
中
国
須
加
村
・
鳴
戸
村
の
例
で
あ
る
。
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
と
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
の
年
次
の
地
図
が
残
る
須
加
村
と
鳴
戸

村
の
場
合
、
両
者
の
小
字
地
名
的
名
称
が
相
対
的
に
継
続
性
が
あ
る
の
に
対
し
、
天
平
宝
字
三
年
と
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
の
地
図
に
み
ら

れ
る
傾
覆
村
の
小
字
地
名
的
名
称
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
背
景
に
は
、
前
者
は
天
平
宝
字
三
年
に
す
で
に
相
当
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

拓
が
進
行
し
て
い
た
が
、
後
者
の
場
合
に
大
幅
に
開
拓
が
進
行
し
た
と
い
う
状
況
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
実
は
も
う
一
つ

重
要
な
事
実
が
存
在
し
た
こ
と
を
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
平
宝
字
三
年
に
面
面
村
の
寺
領
を
確
定
し
、
正
式
の
地
図
ま
で
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

製
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
大
半
が
翌
年
の
校
田
の
際
に
公
照
の
目
録
に
入
れ
ら
れ
、
収
公
・
班
給
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

天
平
宝
掌
三
年
の
寺
田
が
、
そ
の
ま
ま
寺
田
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
瑚
の
形
で
西
田
記
録
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
別
の
田
と
し
て
記

録
さ
れ
る
以
上
、
同
一
の
小
字
地
名
的
名
称
の
ま
ま
で
記
録
さ
れ
る
可
能
性
よ
り
も
、
別
の
小
字
地
名
的
名
称
を
付
さ
れ
る
可
能
性
の
方
が
高

い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
点
は
、
山
田
郡
弘
吾
等
領
の
場
合
と
も
共
通
の
プ
ロ
セ
ス
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
誤
っ
て
収
公
・
班
給

さ
れ
、
弘
福
寺
領
に
再
編
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
田
は
、
多
く
が
本
来
「
畠
」
で
あ
り
、
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
て
い
な
い
部
分
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
再
編
入
さ
れ
た
際
に
は
、
新
た
な
小
字
地
名
的
名
称
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
は
第
3
表
の
よ
う
に
山
田
郡
田
図
に
記
入
さ
れ
た
も

の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
明
確
で
は
な
い
が
、
新
た
に
検
出
し
た
田
に
は
新
た
な
小
字
地
名
的
名
称
を
付
し
た
と
み
る
の
が
、
一
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⑫

つ
の
可
能
性
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
八
世
紀
後
半
の
段
階
に
お
い
て
小
字
地
名
的
名
称
は
使
用
さ
れ
続
け
、
新
設
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に

阿
波
国
東
大
寺
領
の
場
合
、
そ
の
機
能
は
九
世
紀
に
入
っ
て
も
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
条
里
プ
ラ
ン
完
成
以
後
の

小
字
地
名
的
名
称
の
機
能
は
、
本
来
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
付
随
的
・
二
次
的
な
そ
れ
の
み
が
、
恐
ら
く
は
行
政
的
手
続
き
、
な
い
し
書
式
上

の
慣
例
を
背
景
と
し
て
存
続
し
た
も
の
で
あ
り
、
遅
か
れ
早
か
れ
使
用
さ
れ
な
く
な
る
性
格
の
も
の
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
性
格
の

故
に
地
名
と
し
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
未
成
熟
で
あ
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
小
字
地
名
的
名
称
は
、
一
時
的
に
し
ろ
実
質
的
な
行
政
上
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
あ
り
方
や
存
続
の
状
況
に
つ
い
て
は
し
か
し
、
さ
ら
に
個
別
の
事
例
に
つ
い
て
の
多
面
的
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
小
稿
の
推
論
は
、
そ
の

第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。

奈良時代の土地管理と小字地名的名称（金田）

①
　
岡
の
場
合
、
東
大
寺
開
田
地
図
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
種
の
表
現
と
し
て

　
標
記
さ
れ
る
場
合
と
越
前
国
糞
置
村
図
の
「
保
々
岡
∵
槻
原
岡
」
な
ど
の
如
く
明

　
ら
か
に
固
有
名
詞
の
地
名
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
揚
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
対
象

　
と
し
て
い
る
の
は
前
者
で
あ
り
、
山
な
ど
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

②
　
山
田
郡
田
図
の
南
・
北
二
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
集
計
部
分
に
は
、
禽
獣
を
書
き

　
上
げ
た
上
で
「
不
威
」
と
注
記
し
て
い
届
。
『
寧
楽
遺
文
』
（
中
、
七
四
〇
頁
）
な

　
ど
の
よ
う
に
「
不
レ
減
」
の
意
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
単
に
書
き
上
げ
て
い
る
の
み

　
な
ら
ず
、
現
実
に
も
租
を
納
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
　
石
上
英
一
「
日
本
古
代
に
お
け
る
所
有
の
問
題
」
、
岸
俊
男
編
『
日
本
の
古
代

　
1
5
　
古
代
国
家
と
日
本
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
。

④
距
離
・
交
通
な
ど
の
立
地
条
件
お
よ
び
開
発
の
段
階
に
つ
い
て
は
す
で
に
若
干

　
の
検
討
を
加
え
た
（
金
田
章
裕
『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
、
大
明
堂
、

　
一
九
入
五
年
、
四
四
五
～
四
六
〇
頁
）
。
こ
れ
ら
の
東
大
寺
領
に
、
他
の
護
例
に

　
多
い
①
の
畠
が
含
ま
れ
な
い
点
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
を
加
え
る
が
、
近
江
国
水

　
沼
村
・
越
前
国
道
守
村
な
ど
の
開
田
地
図
に
は
周
囲
に
「
畠
」
の
話
説
が
記
さ
れ

　
て
い
る
か
ら
、
存
在
し
得
な
か
っ
た
訳
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑤
　
校
班
田
と
条
里
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
金
田
章
裕
『
古
代
日
本
の
景
観
』
吉
川

　
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
一
～
一
四
、
一
一
五
二
～
二
六
四
頁
、
参
照
つ

⑥
金
田
、
前
掲
④
、
五
六
～
五
九
頁
、
前
掲
⑤
。

　
　
金
田
章
裕
「
条
里
地
割
は
い
つ
で
き
た
か
」
、
吉
村
武
彦
・
吉
岡
眞
之
編
『
新

　
　
視
点
・
日
本
の
歴
史
3
』
新
人
物
往
来
抵
、
一
九
九
二
年
。

⑦
金
田
、
前
掲
⑤
、
｝
八
五
～
二
二
圏
頁
。

⑧
　
寛
弘
三
年
観
世
音
寺
牒
案
、
『
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
史
料
』
四
、
三
八
○

　
頁
。

⑨
・
長
元
八
年
観
世
音
寺
愚
案
、
『
大
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
史
料
』
五
、
九
一
頁
。

⑩
　
金
田
、
晶
殿
掲
④
、
五
九
～
六
四
頁
。
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⑪
　
金
田
、
前
掲
⑥
、
一
三
一
～
一
五
一
頁
。

⑫
讃
岐
国
の
場
合
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
ご
ろ
に
条
里
プ
ラ
ン
が
完
成
し

　
て
い
る
と
み
ら
れ
る
（
売
国
、
前
掲
⑤
、
九
～
一
一
頁
）
。
従
っ
て
、
こ
の
可
能

　
性
の
ほ
か
に
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
山
田
郡
田
図
に
標
記
さ
れ
た
小
字
地
名

　
と
は
別
の
形
で
、
そ
の
折
に
再
編
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
金
田
、
前
掲
⑥
、
一

　
〇
三
～
一
〇
四
頁
）
。

⑬
山
田
郡
田
図
に
関
す
る
調
査
は
、
高
松
市
教
育
委
員
会
編
『
讃
岐
国
弘
福
寺
領

　
の
調
査
繍
一
九
九
二
年
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
と
し
て
、
額
田
寺
図
を
め
ぐ
る
研
究
も
ス
タ

　
ー
ト
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
参
画
し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
に

　
待
つ
べ
き
部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
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〈
付
記
〉
　
小
稿
の
内
容
は
、

　
　
　
し
て
お
き
た
い
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
け
る
研
究
会
で
報
告
し
た
。
研
究
会
の
折
の
御
激
示
を
、
不
十
分
な
が
ら
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
記

（
京
都
大
学
文
学
部
敦
授



The　State　Control　of　Land　and　the　Place　Designation

　　　　　　　　　　　　　System　in　the　Nara　Period

by

KINDA　Akihiro

　　In　the　first　half　of　the　eighth　century，　the　place－name一！ike　de＄ig－

nation　of　small　pieces　of　land　was　the　principal　way　of　indicating

the　location　of　those’ 垂奄?．　ces　of　lahd．　ThiS　designatip．　n　was　similar　in

function　to　the　small　place　name，　but　was　rnore　primitive　and　less

stable　than　a　place　name．　By　the　middle　of　the　eighth　century　the　fo－ri

plan，　which　was　a　systematic　and　comprehensive　place　indication　system，

was　completed　and　functioned　to　indicate　the　location　of　lands　for　admini－

stration．　ln　spite　of　this　new　development，　the　place－name－like　desig－

nation　was　still　used　side　by　side　with　the　fonri　indication　system　at

least　until　the　end　of　the　eighth　century．

　　In　this　paper，　the　author　examines　all　maps　and　most　manorial　docu－

ments，　dtawn　or　written　in　the　eighth　century．　As　a　result，　another

important　function　of　the　place－name－like　designation　has　been　disco－

vered　：　most　pieces　of　arable　land　had　such　designations　and　these　lands

were　taxed．　On　the　other　hand，　privately　owned　dry　fields，　artificial

forests，　and　pre－existing　temple　paddies　did　not　carry　such　designations　；

these　lands　were　tax－free．　Thus　we　can　see　that　place－name－like　desig－

nations　were，　for　theエnost　part，　used　for　lands　which　had　to　bear　land

．tax．　Differing　patterns　of　land　use　（e．　g．　paddy　cultivation，　dry　field，

forest）　were　not　the　principal　factor　in　determining　whether　a　piece　of

land　was　subject　to　land　tax．　According！y，　under　the　state　control

system，　the　place－name－like　designation　was　an　indication　that　a　land

was　taxed．　This　was　reason　why　the　designation　was　still　used　after

the　7’o”ri　plan　had　been　completed．
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